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総
会
は
石
沢
誠
司
会
長（　

期
）の
挨
拶
に
続
き
、
活
動
報

告
・
次
年
度
活
動
計
画
案
、

会
計
報
告
・
次
年
度
予
算
案

を
承
認
。
ま
た
、
役
員
人
事

案
で
は
企
画
委
員
長
に
尾
崎

忍
さ
ん（　

期
）、
広
報
委
員

長
に
土
屋
俊
夫
さ
ん（　

期
）

の
就
任
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
役
員
・
学
年
幹
事
に
つ
い
て

は
次
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
講
演

で
跡
部
先
生
は
、
秀
吉
が
築

城
し
た
大
阪
城
の
特
徴
、
お

よ
び
大
坂
の
陣
に
お
い
て
出

丸
と
し
て
築
か
れ
た
真
田
丸

と
、
そ
こ
で
の
戦
い
に
つ
い

て
分
か
り
易
く
お
話
さ
れ
、

参
加
者
か
ら
好
評
で
し
た
。

石
沢
会
長
あ
い
さ
つ

　

大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」に

合
わ
せ
て
関
連
す
る
講
演
会

を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年

よ
り
多
く
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
関
西
同
窓

会
に
と
っ
て「
真
田
丸
」
は
、

ふ
る
さ
と
の
歴
史
と
大
阪
の

歴
史
を
同
時
に
学
べ
る
絶
好

の
機
会
で
す
。
テ
レ
ビ
放
映

の
始
ま
る
来
年
も
関
連
企
画

を
行
な
い
、
同
窓
会
運
営
を

盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

上
田
高
等
学
校
関
西
同
窓
会
の
第　

回
総
会
・
懇
親
会
は
、
平
成　

年
９
月

５
日
（
土
）、
大
阪
コ
ロ
ナ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
員
・
来
賓
の　

名
が
参
加
し

ま
し
た
。
午
前　

時
か
ら
の
総
会
に
引
き
続
く
講
演
会
は
、
大
阪
城
天
守
閣
主
任

学
芸
員
の
跡
部
先
生
か
ら
「
大
坂
の
陣
と
真
田
丸
」
と
題
し
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
行
な
わ
れ
た
懇
親
会
は
、　
期
か
ら　

期
ま
で
の
参
加
者
が
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

好評だった大阪城と真田丸の講演
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企
画
委
員
長
に
尾
崎 

忍
さ
ん（　

期
）

76

60

第9回
文化サロン 「 骨董よもやま噺  ～本物と偽物の見分け方～ 」

３月6日（日）ホテルアウィーナ大阪

【日　時】　2016 年 3月6日（日）午後1時～4時
【場　所】　ホテルアウィーナ大阪　206 号室
　　　　　〒543-0031 大阪市天王寺区石ヶ辻町19番12号
　　　　　TEL 06-6772-1441
【交通案内】　近鉄上本町駅14番出口から徒歩3分

◆テーマ 「骨董よもやま噺～本物と偽物の見分け方～」
◆時間　午後 1時～3時（途中休憩）話題提供
　　　　午後 3時～4時　自由討論と懇親
◆話題提供講師　古美術高橋彩美堂　高橋一博氏
1950 年大阪市生まれ。高校卒業後、古美術商平野古陶軒に丁稚奉公。
1973 年に退店し先代の経営する高橋香美堂に籍を置く。
1981 年先代他界により高橋彩美堂開業。

【会　費】　1,000 円
（会場費とコーヒー代を含む。当日頂きます）
【会場の定員】　25名（申込み順）
【申込み先】
〒651-1212　神戸市北区筑紫丘 8－6－9　　隅田修一郎　　
TEL/FAX  078-583-5775　 e-mail  suda.shuichiro@kki.kobelco.com
2月27日（土）までに上記宛に郵送、FAX、メールの何れかでお申し込み下さい。

【会場案内図】

講
演
を
す
る
跡
部
先
生 

▼

　文化サロンも、皆様方のご協力により９回目を迎えます。今回は、「骨董よもやま噺～本物と偽物の見分け方～」と題して、
古美術高橋彩美堂の高橋一博氏にお話をしていただきます。高橋氏の先代（父親）は骨董商でしたが，高校卒業後，他店の
骨董商に丁稚奉公し研鑽を積まれてから家業を継いでおられます。また，幼少のころより、漫才落語など話芸に興味を持ち、
「伝統を守るなにわの会」十周年記念イベントで講演し、落語家の桂米二氏と「噺家修行と丁稚奉公」として対談を行って
います。骨董品を見たり、買ったりしたとき，真贋が気になるところですが、「骨董の目利き」になるにはどうすればよい
のか等、骨董屋ならではの興味あるお話が伺えるものと思います。

83

76

アウィーナ
大阪

第25回総会・懇親会



■

■

会費未納の方が納入される場合は、過去に
遡る必要はありません。納入時点の会計年
度からで結構です。例会にも気軽にご参加
ください。

上田高等学校関西同窓会 　役員・幹事

会　　　長
副　会　長
幹　事　長
副 幹 事 長
会　計　長
副 会 計 長
監　　　事
顧　　　問
企画委員会

広報委員会
文化委員会
学 年 幹 事

収入の部 支出の部

平成26年度　会計報告（単位：円）
収支計算書　（平成26年8月30日～平成27年8月29日）

財産目録　（平成27年8月29日現在）

平成27年度予算　期間（平成27年8月30日～平成28年8月29日）（単位：円）
収　　　　　入 支　　　　　出

石沢　誠司　60期
阿部百合子　62期
隅田修一郎　64期
金澤　信男　67期
荻原　　靖　74期
尾崎　　忍　76期
清水　正博　67期
佐原　謙一　62期
委員長　尾崎　忍　76期（兼）
隅田修一郎　64期
委員長　土屋　俊夫　83期　　小松　秀雄　67期
委員長　武舎　一夫　73期　　隅田修一郎　64期（兼）
保屋野文男　43期
翠川　健彦　51期
清水　克正　54期
中嶋　　巌　57期
山本　　努　60期
丸山　文夫　64期
知野　武文　68期
武舎　一夫　73期
戸田　有一　79期
近江　裕之　85期
高寺　祐佳　105期

竹内　俊隆　68期

金澤　信男　67期（兼）　　上記役員全員

小泉　孝雄　49期
中村　啓輔　52期
若林　忠之　55期
白井　彰彦　58期
森田　尚文　61期
恩田　　隆　65期
伊藤　秀一　70期
荻原　　靖　74期
唐沢　佳彦　81期
高橋　路子　88期

半田　仁志　50期
荒井　正自　53期
大野 せき子　56期
伊倉　邦人　59期
黒岩　　屹　62期
金澤　信男　67期
中村　智子　72期
尾崎　　忍　76期
土屋　俊夫　83期
和田　葉子　104期

前期繰越金

総会費収入 

年 会 費

特別年会費

雑 収 入

利息収入

会報電子化対策費 
本部負担金

次期総会参加費 
前納金 

合　　計 

総会費用

会  報  費

通 信 費

渉 外 費

事 務 費

雑  費

予 備 費
次期総会参加費繰越分 

次期繰越金

合　　計 

科  　　目　 　27年度予算　 26年度実績 　実績対比 科  　　目　 　27年度予算　 26年度実績 　実績対比

268,302
300,000
270,000
30,000
100,000

30

100,000

120,000

1,188,332

319,013
284,000
201,000
21,000
106,520

62

100,000

78,000

1,109,595

84.1％
105.6％
134.3％
142.9％
93.9％
48.4％

100.0％

153.8％

107.1％

300,000
300,000
2,000

110,000
15,000
20,000
50,000
120,000

271,332

1,188,332

108.1％
97.9％

115.1％
101.8％
103.9％
100.4％
153.8％
101.1％

277,649
306,282

0
95,580
14,742
19,252
49,788
 78,000
268,302

 1,109,595

前期繰越

総会費収入

年 会 費

特別年会費

雑 収 入

利息収入
会報電子化対策費
本部負担金

次期総会参加費前納金

 

　合       計

総会費用 

会 報 費 

通 信 費 

渉 外 費 

事 務 費 

雑    費

予 備 費
次期総会参加費繰越分

次期繰越 

　合       計 

319,013
284,000
201,000
21,000
106,520

62
100,000
78,000

1,109,595

277,649 
306,282 

0 
95,580 
14,742 
19,252 
49,788 
78,000 
268,302
1,109,595

39,170
307,132
346,302

普  通  預  金

郵  便  振  替

合  計  残  高
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平成26年 
▶9月6日（土）第２４回関西同窓会総会・懇親会を
開催。会員33名・来賓6名。（大阪コロナホテル）
講演会「中小企業が社会を変える」講師：京都中小
企業家同友会　荻原　靖さん（74期）
▶9月18日（木）母校１年生対象社会講座への協力
国際学／竹内俊隆さん（68期）　理学／松原　隆彦
さん（83期）
▶10月4日（土）上田高校同窓会会員大会に石沢会
長が出席。出席者 320名
▶11月15日（土）中南信支部第２１回総会に尾崎
副会計長が出席。出席者 60名
▶11月15日（土）文化交流会。出席者 8名
『平安の色彩がよみがえった平等院の見学と宇治
川畔の散策』
平成27年 
▶1月17日（土）関西同窓会報第４０号発行。会報
を電子化しメールのある会員にＰＤＦファイル
を送信して会報保管場所のアドレスを連絡した。
メールのない会員および紙の会報を希望する会
員にはコピーした会報を送付した。本部および
他支部には、ＰＤＦファイルを送信した。
▶1月24日（土）第１回役員会（ＴＫＰガーデンシティー
東梅田）。出席者7名。
▶3月7日（土）第８回文化サロンを実施　参加者：
20 名。　会場：大阪産業創造館６F　会議室D　
13：00～16：30　テーマ：「井原西鶴と大阪文化」
講師：山下孝夫氏
▶4月11日（土）第２回役員会（マヅラ喫茶店）。　
　　　　　　　　　　　　　　　　出席者 5名。
▶6月27日（土）関東同窓会第５４回総会に荻原会
計長が出席。　出席者 272 名。 
▶7月17日（金）関西同窓会報第４１号発行。発行
部数は５００部、関西同窓会会員４６０部、事務局
用４０部。本部・関東同窓会・北海道同窓会・各支
部へはＰＤＦファイルを送付

 
 
▶平成27年 9月5日（土）に第25回総会・懇親会
を開催する。 　会場：大阪コロナホテル 
総会：2階 215 号室  　懇親会：200D 号室 
講演「大坂の陣と真田丸」　講師：大阪城天守閣
主任学芸員　跡部 信先生
▶広報委員会編集による関西同窓会報を年 2 回
（1月17日、7月17日）発行する。１月号につい
ては電子化し、メールのある会員にＰＤＦファ
イルを送信する。メールのない会員および紙の
会報を希望する会員にはコピーした会報を送付
する。（小松広報委員、石沢会長）
▶文化委員会主催による文化事業を年 2回開催
し、会員相互の交流を促進する。 
 ①秋の文化交流会　平成27年１０月３１日（土）
9：50 大阪城 大手門前 集合（武舎文化委員長企画）
「大坂の陣４００年・真田丸関連史跡めぐり」
 ②第９回文化サロン　平成２８年３月６日（日）
13：00～16：00（阿部副会長企画）テーマ「骨董
よもやま噺　－本物と偽物の見分け方－
講師：高橋一博氏（古美術 高橋彩美堂 当主）　
会場：ホテルアウィーナ大阪
▶上田高校同窓会本部会員大会をはじめ、関東
同窓会総会、中南信支部総会などに代表が出席
し、交流を深める。
▶母校１年生対象社会講座への協力
日時：平成２７年９月１７日( 木）　工学／内海裕
一さん（７５期）　理学／松原隆彦さん（８３期）　
▶FaceBook などの IT技術により会員交流の場
つくりの拡充を行う。（土屋広報委員長他）
▶上田高等学校の生徒が文化・スポーツなどの分
野において、近畿地区で活躍する場合は応援する。

平成26年度活動経過報告

平成 27 年度活動計画

会費納入にご協力をお願いします



同
じ
く
、
こ
の
大
阪
で
一
生

を
終
え
る
の
だ
な
と
し
み
じ

み
感
じ
ま
し
た
。（
笑
い
）

 　
　
　
　
　
　
　
（
乾
杯
挨
拶
で
）

戦
争
が
始
ま
っ
た
年
に

入
学
し
敗
戦
の
年
に
卒
業

　

―

４
期　

北
嶋
省
吾
さ
ん

　

私
は
丁
度
、
敗
戦
の
と
き

の
卒
業
で
す
。
い
ま　

歳
に

な
り
ま
し
た
。　―

４
期
は
敗

戦
の
年
で
す
が
、
旧
制
上
田

中
学
に
入
学
し
た
の
は
戦
争

が
始
ま
っ
た
年
で
し
た
。
思

い
出
し
ま
す
と
博
物
の
教
室

で
横
田
と
い
う
先
生
が
担
当

す
る
授
業
を
受
け
て
い
た
と

き
に
、「
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の

攻
撃
が
あ
っ
た
」と
い
う
の
で
、

生
徒
が
皆
立
ち
上
が
っ
て
手

を
た
た
い
た
の
を
覚
え
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
を
思
い
出
す

と
、
今
昔
夢
の
如
し
で
す
。

旧
制
最
後
の
世
代

　

―

４
期　

田
中
茂
利
さ
ん

　

旧
制
上
田
中
学
時
代
は
軍

需
工
場
へ
行
っ
て
旋
盤
を
回

し
て
、
あ
と
で
聞
い
た
ら
役

に
立
た
な
か
っ
た
飛
行
機
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和　

年
４
月
に
４
年
生
で
卒
業
し

ま
し
た
。
旧
制
中
学
は
５
年

制
で
し
た
か
ら
、
１
年
短
縮

し
て
卒
業
し
た
の
で
す
。
卒

業
後
、
海
軍
兵
学
校
と
い
う

海
軍
将
校
を
育
て
る
学
校
に

行
き
ま
し
た
が
、　　

年
８
月

に
敗
戦
。
そ
こ
か
ら
放
り
出

さ
れ
ま
し
た
。
私
の
人
生
も

こ
れ
で
終
わ
っ
た
ん
だ
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、１
〜
２

年
し
て
か
ら
「
我
々
は
ま
だ

若
い
か
ら
こ
れ
か
ら
人
生
を

作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

課
題
を
解
決
で
き
る
力
を

　
　
　
　
　

も
つ
生
徒
に

　

 

期　

内
堀
繁
利
学
校
長

　

４
月
か
ら
校
長
に
な
り
ま

し
た　

期
の
内
堀
で
す
。
関

西
同
窓
会
総
会
の
皆
様
に
は
、

母
校
の
社
会
講
座
へ
毎
年
講

師
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
４
月
に
大
阪
大
学
で

開
催
さ
れ
た
国
際
公
共
政
策

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
し

た
４
名
の
生
徒
を
ご
指
導
い

た
だ
き
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

上
田
高
校
で
は
、
本
年
度

か
ら
Ｓ
Ｇ
Ｈ（
ス
ー
パ
ー
・
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
生

徒
が
自
ら
テ
ー
マ
を
選
ん
で

調
査
研
究
・
報
告
を
行
な
い
、

課
題
を
解
決
で
き
る
力
を
も

つ
人
物
が
輩
出
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、

昭
和　

年
に
上
田
高
校
が
初

め
て
甲
子
園
に
出
場
し
ま
し

た
。
ま
た
、
昭
和　

年
に
は

二
回
目
の
甲
子
園
出
場
を
果
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関西同窓会懇親会での挨拶から

◆・司会　金澤信男さん（67 期）
　　　　　土屋俊夫さん（83 期）
◆ 開宴の辞
　・副会長　竹内俊隆さん（68 期）
◆ 来賓挨拶　
　・上田高等学校長　　　内堀繁利さん（74 期）
　・同窓会本部副理事長　金子元昭さん（68 期）
◆ 乾杯
　・荻原俊男さん（60 期）
◆ 関東同窓会・各支部来賓挨拶
　・関東同窓会副会長　　小山平六さん（62 期）
　・中南信支部副支部長　武村洋治さん（58 期）
◆ 母校近況
　・上田高校教諭　中村隆幸さん（76 期）
◆ 会員スピーチ
◆ 閉会の辞・万歳三唱
　・副会長　竹内俊隆さん（68 期）

懇親会式次第

た
し
ま
し
た
。
そ
の
間
隔
は

　

年
で
す
。
こ
の
間
隔
を
当

て
は
め
ま
す
と
上
田
高
校
は

再
来
年
の
平
成　

年
が
３
回

目
の
甲
子
園
出
場
の
年
に
な

り
ま
す
（
ど
よ
め
き
）。
そ
の
際

は
関
西
同
窓
会
の
み
な
さ
ま

に
応
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
（
拍
手
）。

人
材
育
成
を
側
面
か
ら
援
助

　

期　
金
子
元
昭
副
理
事
長

　

最
近
の
卒
業
生
は
男
女
の

比
率
が
ほ
ぼ
半
々
に
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
本
部
と
し

て
は
役
員
に
女
性
が
た
く
さ

ん
入
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
校
長

先
生
も
言
っ
て
お
ら
れ
た
よ

よ
う
に
、
上
田
高
校
で
は
Ｓ

Ｇ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
、
自
分

で
テ
ー
マ
を
見
つ
け
解
決
を

探
す
力
を
の
ば
す
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
で

共
同
し
て
活
躍
す
る
人
材
が

育
つ
よ
う
同
窓
会
と
し
て
も

側
面
か
ら
援
助
し
て
ゆ
き
ま

す
。

変
貌
す
る
母
校
の
周
辺

　
　

期　

中
村
隆
幸
教
諭

　

上
田
城
の
南
に
あ
っ
た
日

本
た
ば
こ
産
業
上
田
工
場
の

跡
地
に
は
平
成　

年
に
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が

で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
に
隣
接
し
て
サ
ン
ト
ミ
ュ

ー
ゼ
（
上
田
市
交
流
文
化
芸

術
セ
ン
タ
ー
・
上
田
市
立
美

術
館
）が
、平
成　

年
に
開
館

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
上
田

城
公
園
に
あ
っ
た
山
本
鼎
記

念
館
は
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
の

市
立
美
術
館
へ
移
り
ま
し
た
。

　

上
田
の
一
中
は
、　

年
ほ
ど

前
に
国
分
の
高
台
に
移
転
し

ま
し
た
が
、
上
田
高
校
の
校

庭
の
北
に
あ
る
二
中
の
グ
ラ

ン
ド
に
現
在
、
二
中
の
校
舎

が
建
設
中
で
す
。
完
成
す
る

と
、
前
の
校
舎
を
取
り
壊
し

て
そ
こ
が
グ
ラ
ン
ド
に
な
る

そ
う
で
す
。
上
田
高
校
の
周

辺
も
変
貌
し
て
い
ま
す
。

身
近
に
感
じ
た
真
田
丸

　
　

期　

荻
原
俊
男
さ
ん

　

私
は
大
阪
に
出
て
き
て
か

ら　

年
た
ち
ま
し
た
。
来
年

は
一
年
間
大
河
ド
ラ
マ
「
真

田
丸
」
を
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て

本
日
の
講
演
会
を
聞
き
に
き

ま
し
た
。
本
日
の
講
演
会
で

真
田
丸
の
空
堀
が
、
今
の
空

堀
商
店
街
の
通
り
の
位
置
に

あ
っ
た
と
聞
い
て
、
あ
の
辺

で
活
躍
し
た
の
か
と
思
い
、

身
近
に
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、

真
田
幸
村
が
最
後
に
亡
く
な

っ
た
安
居
神
社
は
、
私
が
勤

め
て
い
た
府
立
病
院
の
す
ぐ

近
く
で
す
。
私
も　

年
前
に

上
田
か
ら
出
て
き
て
幸
村
と

74

68

60

74

と
思
い
、
勉
強
を
し
直
し
て

旧
制
高
校
の
最
後
に
入
り
ま

し
て
、
そ
れ
か
ら
旧
制
の
京

都
大
学
に
入
り
ま
し
て
卒
業

し
た
ら
新
制
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
私
た
ち
の
年

代
は
制
度
の
最
後
の
最
後
の

年
代
で
す
。

世
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　

し
て
ほ
し
い

　
　

期　

宮
坂
昌
之
さ
ん

　

私
は
一
卵
性
双
生
児
で
し

て
、
私
の
名
前
は
昌
之
、
弟

は
信
之
で
、
真
田
昌
幸
と
信

之
親
子
の
名
に
似
て
い
ま
す

（
笑
い
）。大
学
は
京
大
で
す
が
、

そ
の
後
阪
大
に
縁
が
あ
り
、

丁
度
、
荻
原
先
生（　

期
）が

来
ら
れ
た
こ
ろ
、
阪
大
の
医

学
部
に
呼
ば
れ
、
そ
の
ま
ま

ず
っ
と
在
職
し
４
年
前
に
退

職
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
特

任
教
授
と
い
う
こ
と
で
国
際

的
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
担
当
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

上
田
高
校
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定

の
話
が
出
ま
し
た
が
、
一
番

感
じ
る
の
は
、
中
学
・
高
校

の
あ
い
だ
に
ど
れ
だ
け
高
い

「
こ
こ
ろ
ざ
し
」を
持
て
る
の

か
と
い
う
こ
と
で
す
。「
い
ざ

百
難
に
試
み
ん
」
と
い
う
気

持
を
生
徒
が
も
っ
て
世
界
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
な
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
て
い
る
幸
村

　
　

期　

松
本
優
樹
さ
ん

　

大
阪
の
天
満
橋
に
住
ん
で

い
ま
す
が
、
大
阪
に
来
て
ま

だ
２
年
半
で
す
。
実
は
東
京

に
妻
が
い
ま
し
て
単
身
赴
任

で
大
阪
に
い
ま
す
。
１
０
４

期
の
岩
下
さ
ん
は
私
と
同
じ

会
社
で
、
彼
女
は
営
業
で
私

は
Ｓ
Ｅ（
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
）
で
主
に
法
人
の
お
客
さ

ま
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
に
来
て
思
っ
た
の
は
、

真
田
幸
村
が
大
阪
で
も
の
す

ご
く
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
大

阪
の
人
は
真
田
幸
村
が
大
阪

の
武
将
だ
と
思
っ
て
い
る
人

が
多
く
、
上
田
の
こ
と
を
全

然
知
ら
な
い
の
で
す（
笑
い
）。

今
後
、「
真
田
丸
」
が
話
題
に

な
っ
た
ら
上
田
の
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

関
西
に
住
ん
で　

年

　
　

期　

岩
下
淳
美
さ
ん

　

大
学
の
と
き
か
ら
京
都
に

い
て
卒
業
し
て
も
京
都
で
働

い
て
い
ま
す
の
で
関
西
に
住

ん
で
、
丁
度　

年
に
な
り
ま

す
。
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
子
会
社
で

働
い
て
い
ま
す
。
年
に
二
回

ほ
ど
家
に
帰
り
ま
す
が
、
私

の
同
級
生
は
初
め
て
の
部
下

を
持
っ
た
り
、
起
業
を
考
え

た
り
と
か
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
進
も
う
と
す
る
人
が
多
い

年
頃
で
す
。
今
回
、
同
窓
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

先
輩
方
の
経
験
な
ど
の
お
話

を
伺
い
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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戦
で
大
き
な
戦
い
は
三
つ

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一

つ
真
田
丸
の
戦
い
は　

月

４
日
未
明
か
ら
翌
５
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

真
田
丸
と
い
う
の
は
豊

臣
方
の
真
田
幸
村
が
南
惣

構
え
の
東
南
の
門
か
ら
空

堀
の
南
に
築
い
た
出
丸
で

す
。「
大
坂
冬
の
陣
配
陣
図
」

右
下
の
惣
構
え
の
門
の
前

に
張
り
出
し
て
い
る
の
が

真
田
丸
で
す
。

　

大
坂
の
陣
に
豊
臣
方
と

し
て
籠
城
し
た
兵
士
の
記

録
で
あ
る『
山
口
休
庵
咄
』

に
は「
真
田
左
衛
門（
幸
村
）

は
、
玉
造
口
御
門
の
南
に

一
段
高
き
畑
が
あ
る
所
に
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大
阪
城
天
守
閣
主
任
学
芸
員　

跡
部
信
先
生
の
お
話
か
ら

　

豊
臣
家
と
徳
川
家
と
い

う
二
大
権
力
の
最
終
決
着

戦
と
な
り
、
戦
国
時
代
最

後
の
大
合
戦
と
な
っ
た
の

が
「
大
坂
の
陣
」で
す
。

慶
長　

年（
１
６
１
４
）　

月

〜　

月
に
は
「
大
坂
冬
の

陣
」、
翌　

年
５
月
に
は

「
大
坂
夏
の
陣
」が
起
こ
り

ま
し
た
。
大
坂
冬
の
陣
で

は
上
田
の
武
将
で
あ
る
真

田
幸
村（
信
繁
）が
大
坂
城

の
出
丸
と
し
て
真
田
丸
を

築
き
、
徳
川
方
と
激
闘
を

繰
り
広
げ
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
日
は
、

「
大
坂
の
陣
と
真
田
丸
」の

テ
ー
マ
で
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
く
わ
け
で
す
が
、
真

田
丸
を
語
る
前
提
と
し
て
、

ま
ず
大
坂
城
に
つ
い
て
簡

単
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

難
攻
不
落
の
大
坂
城

　

豊
臣
秀
吉
が
上
町
台
地

の
北
端
で
大
坂
城
の
建
設

に
着
手
し
た
の
は
天
正　

年（
１
５
８
３
）９
月
、
こ
れ

は
織
田
信
長
が
本
能
寺
の

変
で
横
死
し
た
翌
年
で
す
。

約
１
年
半
で
本
丸
が
完
成

し
ま
し
た
。
次
い
で
天
正

　

年
２
月
か
ら
本
丸
を
か

こ
む
二
ノ
丸
の
築
造
が
は

じ
ま
り
、
２
年
後
の
天
正

　

年
に
完
成
し
ま
し
た
。

本
丸
と
二
ノ
丸
を
合
わ
せ

た
面
積
は
現
在
の
大
坂
城

と
ほ
ぼ
同
じ
で
約　

万
㎡

で
す
。
そ
の
壮
大
さ
は
人

々
を
驚
嘆
さ
せ
、
イ
エ
ズ

ス
会
司
祭
の
ル
イ
ス
・
フ

ロ
イ
ス
は
年
報
で
「
安
土

山
で
見
ら
れ
た
信
長
の
建

造
物（
安
土
城
）を
数
倍
上

回
る
」
と
い
う
評
判
を
書

き
留
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
６
年
後
の
文
禄

３
年（
１
５
９
４
）
か
ら
は
、

城
の
外
郭
を
築
造
す
る
工

事
に
か
か
り「
惣
構
え
」を

整
備
し
ま
し
た
。
大
坂
城

は
北
で
淀
川
と
旧
大
和
川

が
合
流
し
、
西
は
旧
大
和

川
に
そ
そ
ぐ
猫
間
川
が
流

れ
て
お
り
、
東
は
東
横
堀

川
を
ほ
っ
て
三
面
を
水
で

囲
み
ま
し
た
。
残
っ
た
南

方
に
は
空
堀
を
う
が
ち
ま

し
た
。
空
堀
は
幅　
ｍ
以

上
、
深
さ　
ｍ
以
上
の
規

模
だ
っ
た
こ
と
が
発
掘
調

査
で
判
明
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
難
攻
不
落
の
大

坂
城
は
完
成
し
ま
し
た
が
、

秀
吉
は
死
の
直
前
の
慶
長

３
年（
１
５
９
８
）
に
さ
ら
に

工
事
を
命
じ
、
城
内
の
町

人
た
ち
を
立
ち
退
か
せ
、

大
名
た
ち
が
妻
子
と
住
む

た
め
の
屋
敷
を
造
営
さ
せ

た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
は

妻
子
を
人
質
に
す
る
戦
略

で
、
子
の
秀
頼
を
ま
も
る

た
め
の
措
置
で
し
た
。
し

か
し
、
秀
吉
の
死
後
、
家

康
は
関
ケ
原
の
合
戦
で
勝

利
し
実
権
を
握
っ
た
後
、

京
都
方
広
寺
の
鐘
銘
事
件

を
契
機
に
、
慶
長　

年

（
１
６
１
４
）　
月
に
大
軍
を

率
い
て
大
坂
城
を
取
り
囲

み
ま
す
。

真
田
丸
と
大
坂
冬
の
陣

　

大
坂
冬
の
陣
は　

月
中

旬
か
ら　

月
下
旬
ま
で
、

大
坂
城
に
立
て
こ
も
っ
た

　

万
の
豊
臣
軍
を　

万
の

徳
川
軍
が
包
囲
し
た
戦
い

で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
籠
城

三
方
に
か
ら
堀
を
ほ
り
、

堀
の
周
り
に
柵
を
三
重
に

付
け
、
所
々
に
矢
倉
を
立

て
、
柵
の
間
の
腕
木
に
武

者
走
り
と
い
う
通
路
を
設

け
、
父
子
の
人
数
六
千
人

で
籠
っ
た
。
こ
れ
を
真
田

の
出
城
と
言
っ
た（
要
旨
）」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

真
田
丸
を
攻
め
た
の
は

徳
川
方
の
前
田
利
常
隊
・

松
平
忠
直
隊
・
井
伊
直
孝

隊
な
ど
で
し
た
。
実
際
の

戦
い
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
日

本
年
報
に
「
内
府（
家
康
）

は
夜
が
明
け
る
と
大
軍
を

城
壁
の
一
部
に
近
づ
け
さ

せ
・・・
兵
士
は
大
胆
に
も

全
員
が
堀
の
中
に
入
り
込

ん
だ
。・・・
敵
方（
真
田
）は

兵
た
ち
が
完
全
に
堀
の
中

に
入
り
込
ん
だ
時
を
見
計

ら
っ
て
一
斉
に
マ
ス
ケ
ッ

ト
銃
や
火
縄
銃
を
嵐
の
よ

う
に
撃
ち
込
み
、・・・
徳
川

方
は
不
意
を
突
か
れ
て
驚

き
総
崩
れ
に
な
っ
て
散
り

散
り
に
堀
を
抜
け
出
そ
う

と
し
た
が
、
城
方
は
さ
ら

に
槍
な
ど
を
投
げ
つ
け
て

脅
え
き
っ
た
敵
兵
の
大
部

分
を
殺
害
し
た（
要
旨
）」

と
戦
況
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

真
田
出
丸
の
戦
い
は
大

坂
冬
の
陣
図
屏
風
に
も
描

か
れ
て
い
ま
す
。
塀
の
横

木
に
板
を
渡
し
た
通
路
は

文
献
と
一
致
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
堀
の
内
側
は
二
段

構
造
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

鹿
角
の
兜
の
武
者
も
い
ま

す
の
で
幸
村
を
描
い
た
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
う

し
て
真
田
勢
は
徳
川
方
を

撃
退
し
た
の
で
す
。

真
田
丸
の
場
所
は
何
処
か

　

真
田
丸
の
実
際
の
場
所

は
何
処
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
積
山
洋
氏
は
「
豊

臣
氏
大
坂
城
惣
構
南
面
堀

の
復
元
」（『
大
坂
城
と
城

下
町
』）
で
、「
堀
の
中
央

は
上
町
台
地
の
稜
線
つ
ま

り
最
高
所
で
接
続
し
て
お

り
、
そ
こ
か
ら
東
と
西
に

高
度
を
下
げ
て
台
地
を
横

切
っ
て
い
る
。
台
地
の
東

斜
面
に
は
開
析
谷
が
入
り

組
ん
で
い
る
の
で
、
堀
は

そ
の
自
然
地
形
を
う
ま
く

利
用
し
た
」
と
し
て
、
東

側
の
空
堀
は
自
然
の
谷
筋

を
た
ど
っ
て
造
っ
て
い
る

こ
と
を
述
べ
、「
堀
が
文
禄

末
年
ご
ろ
に
完
成
し
た
後
、

残
さ
れ
た
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ

ン
ト
は
堀
の
南
に
位
置
す

る
小
丘
陵
で
あ
っ
た
。
堀

は
自
然
地
形
を
利
用
し
た

が
ゆ
え
に
、
そ
の
す
ぐ
外

側
の
高
所
を
残
し
て
し
ま

う
こ
と
と
な
っ
た
。
冬
の

陣
に
際
し
て
、
豊
臣
方
が

そ
こ
に
真
田
出
丸
を

築
い
た
の
は
当
然
の

こ
と
で
あ
っ
た
」
と

真
田
丸
を
造
る
戦
略

的
意
味
を
述
べ
て
い

ま
す
。

　

真
田
丸
は
空
堀
の

南
に
あ
る
小
丘
陵
に

作
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
の
小
丘
陵
は
、
東

端
に
三
光
神
社
の
あ

る
宰
相
山
が
あ
り
連

続
し
て
心
眼
寺
な
ど

の
寺
院
、
そ
の
横
の

大
阪
明
星
学
園
へ
と

続
い
て
い
ま
す
。
江

戸
前
期
（
１
６
９
４
〜

１
６
９
９
年
刊
行
）の

『
大
坂
三
郷
町
絵
図
』

（
ト
レ
ー
ス
）に
は
、

丘
陵
の
谷
道
の
右
側
に
寺

院
群
が
あ
り
、
左
は
真
田

出
丸
跡
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
出
丸
跡
の
北
に
斜
め

に
走
っ
て
い
る
道
が
、
惣

構
え
空
堀
の
跡
で
す
。

　
『
大
阪
府
の
地
名
』（
平

凡
社
）
に
は
「
真
田
丸
跡

・・・
珠
庵
東
北
、
現
明
星
学

園
敷
地
付
近
に
あ
っ
た
」と

書
か
れ
て
お
り
、『
大
坂
三

郷
町
絵
図
』
に
描
か
れ
て

い
る
心
眼
寺
な
ど
現
存
す

る
寺
院
は
大
阪
明
星
学
園

と
道
を
へ
だ
て
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
敷
地
周
辺
が

真
田
丸
の
跡
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
最
近
、
千
田
嘉
博

氏
が
、『
月
刊
歴
史
街
道
』

平
成　

年　

月
号
で
「
真

田
丸
の
規
模
は
従
来
の
説

（
２
０
０ｍ
四
方
）よ
り
も
広

く
、巨
大
な
要
塞
だ
っ
た
」

と
い
う
説
を
発
表
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
地
域
を

特
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

南
に
ひ
ろ
が
る
真
田
山
公

園
一
帯
を
含
め
て
い
る
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
根
拠

と
し
て
い
る
浅
野
文
庫

「
摂
津
真
田
丸
」の
図
に
は

出
丸
の
中
の
道
に
「
此
道

二
丁
程（
約
２
０
０ｍ
）有
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
む
し

ろ
従
来
の
説
を
補
強
す
る

も
の
と
い
え
ま
す
。

　

真
田
丸
で
撃
退
さ
れ
た

徳
川
方
は
惣
構
え
の
外
か

ら
大
砲
攻
撃
を
本
格
化
さ

せ
、
砲
弾
が
本
丸
に
打
ち

込
ま
れ
る
に
至
り
、
つ
い

に
和
議
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

和
議
で
は
南
惣
構
え
の
空

堀
と
二
ノ
丸
堀
の
埋
め
立

て
が
決
ま
り
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
真
田
丸
の
空
堀
も

こ
の
と
き
埋
め
ら
れ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

大
坂
夏
の
陣
と
幸
村

　

外
堀
を
埋
め
た
徳
川
方

は
、翌
慶
長　

年（
１
６
１
４
）

５
月
に
再
び
大
阪
に
軍
を

向
け
「
大
坂
夏
の
陣
」
が

起
こ
り
ま
し
た
。
５
月
７

日
、
真
田
幸
村
は
南
方
の

茶
臼
山
に
布
陣
し
、
徳
川

方
に
総
攻
撃
を
か
け
ま
し

た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
年
報

に
は
「
真
田
は
も
う
一
人

の
司
令
官
で
あ
る
毛
利
の

豊
前
（
吉
政
）
と
と
も
に

戦
っ
て
い
た
が
、
述
べ
難

い
ほ
ど
の
力
を
発
揮
し
、

三
、
四
度
敵
に
激
し
く
襲

い
か
か
っ
た
。
そ
の
た
め

（
迎
え
撃
っ
て
い
た
）将
軍

は
次
第
に
戦
場
を
譲
り
な

が
ら
退
却
の
用
意
を
始
め

た
。
と
い
う
の
も
、
将
軍

は
そ
れ
ま
で
に
彼
の
多
く

が
隊
を
組
ん
で
逃
げ
て
行

く
の
を
見
て
い
た
か
ら
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か

次
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
も
し
も
最
後
に

秀
頼
側
の
攻
撃
が
幾
分
か

67
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豊
臣
大
坂
城
平
面
図

（
跡
部
先
生
の
著
書『
豊
臣
秀
吉
と
大
坂
城
』（
吉
川
弘
文
館
）よ
り
）

「大坂冬の陣配陣図」（『僊台武鑑』所収）

「
大
坂
三
郷
町
絵
図
（
ト
レ
ー
ス
）」（
１
６
９
４
〜
１
６
９
９
）
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鈍
っ
た
の
を
見
て
、
戦
の

女
神
が
風
向
き
を
一
瞬
に

し
て
変
え
た
と
感
じ
て
い

な
け
れ
ば
、
内
府（
家
康
）

は
絶
望
し
て
日
本
人
の
習

慣
に
従
っ
て
腹
を
切
っ
て

い
た
と
い
う
の
で
あ
る
」

（
１
６
１
５
、
１
６
１
６
年
度
）

と
い
う
程
の
猛
攻
撃
で
し

た
。

　
『
薩
藩
旧
記
』の
６
月　

日
付
の
書
状
に
、「
五
月

七
日
に
御
所
様（
家
康
）の

御
陣
へ
真
田
左
衛
門
し
か

か
り
候
て
、
御
陣
衆
追
い

ち
ら
し
討
捕
り
申
し
候
。

御
陣
衆
（
の
う
ち
）
三
里

ほ
ど
ず
つ
逃
げ
候
衆
は
、

皆
々
い
き
の
こ
ら
れ
候
。

三
度
め
に
さ
な
だ
も
う
ち

死
に
て
候
。
真
田
日
本
一

の
兵
、
い
に
し
え
よ
り
の

物
語
に
も
こ
れ
無
き
由
、

惣
別（
す
べ
て
）こ
れ
の
み

申
す
事
に
候
」
と
真
田
の

奮
戦
を
称
賛
し
て
い
ま
す
。

幸
村
が
討
ち
死
に
し
た
５

月
７
日
に
大
坂
城
も
落
城

し
、
翌
８
日
に
秀
頼
・
淀

殿
が
自
害
し
豊
臣
家
は
滅

亡
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
徳

川
家
康
の
覇
権
が
確
立
し

た
の
で
す
。

（
本
稿
は
跡
部
先
生
の
講
演

内
容
を
編
集
部
で
ま
と
め

ま
し
た
。　

文
責
／
石
沢
）

真田丸

▲
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戦
で
大
き
な
戦
い
は
三
つ

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一

つ
真
田
丸
の
戦
い
は　

月

４
日
未
明
か
ら
翌
５
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

真
田
丸
と
い
う
の
は
豊

臣
方
の
真
田
幸
村
が
南
惣

構
え
の
東
南
の
門
か
ら
空

堀
の
南
に
築
い
た
出
丸
で

す
。「
大
坂
冬
の
陣
配
陣
図
」

右
下
の
惣
構
え
の
門
の
前

に
張
り
出
し
て
い
る
の
が

真
田
丸
で
す
。

　

大
坂
の
陣
に
豊
臣
方
と

し
て
籠
城
し
た
兵
士
の
記

録
で
あ
る『
山
口
休
庵
咄
』

に
は「
真
田
左
衛
門（
幸
村
）

は
、
玉
造
口
御
門
の
南
に

一
段
高
き
畑
が
あ
る
所
に
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大
阪
城
天
守
閣
主
任
学
芸
員　

跡
部
信
先
生
の
お
話
か
ら

　

豊
臣
家
と
徳
川
家
と
い

う
二
大
権
力
の
最
終
決
着

戦
と
な
り
、
戦
国
時
代
最

後
の
大
合
戦
と
な
っ
た
の

が
「
大
坂
の
陣
」で
す
。

慶
長　

年（
１
６
１
４
）　

月

〜　

月
に
は
「
大
坂
冬
の

陣
」、
翌　

年
５
月
に
は

「
大
坂
夏
の
陣
」が
起
こ
り

ま
し
た
。
大
坂
冬
の
陣
で

は
上
田
の
武
将
で
あ
る
真

田
幸
村（
信
繁
）が
大
坂
城

の
出
丸
と
し
て
真
田
丸
を

築
き
、
徳
川
方
と
激
闘
を

繰
り
広
げ
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
日
は
、

「
大
坂
の
陣
と
真
田
丸
」の

テ
ー
マ
で
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
く
わ
け
で
す
が
、
真

田
丸
を
語
る
前
提
と
し
て
、

ま
ず
大
坂
城
に
つ
い
て
簡

単
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

難
攻
不
落
の
大
坂
城

　

豊
臣
秀
吉
が
上
町
台
地

の
北
端
で
大
坂
城
の
建
設

に
着
手
し
た
の
は
天
正　

年（
１
５
８
３
）９
月
、
こ
れ

は
織
田
信
長
が
本
能
寺
の

変
で
横
死
し
た
翌
年
で
す
。

約
１
年
半
で
本
丸
が
完
成

し
ま
し
た
。
次
い
で
天
正

　

年
２
月
か
ら
本
丸
を
か

こ
む
二
ノ
丸
の
築
造
が
は

じ
ま
り
、
２
年
後
の
天
正

　

年
に
完
成
し
ま
し
た
。

本
丸
と
二
ノ
丸
を
合
わ
せ

た
面
積
は
現
在
の
大
坂
城

と
ほ
ぼ
同
じ
で
約　

万
㎡

で
す
。
そ
の
壮
大
さ
は
人

々
を
驚
嘆
さ
せ
、
イ
エ
ズ

ス
会
司
祭
の
ル
イ
ス
・
フ

ロ
イ
ス
は
年
報
で
「
安
土

山
で
見
ら
れ
た
信
長
の
建

造
物（
安
土
城
）を
数
倍
上

回
る
」
と
い
う
評
判
を
書

き
留
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
６
年
後
の
文
禄

３
年（
１
５
９
４
）
か
ら
は
、

城
の
外
郭
を
築
造
す
る
工

事
に
か
か
り「
惣
構
え
」を

整
備
し
ま
し
た
。
大
坂
城

は
北
で
淀
川
と
旧
大
和
川

が
合
流
し
、
西
は
旧
大
和

川
に
そ
そ
ぐ
猫
間
川
が
流

れ
て
お
り
、
東
は
東
横
堀

川
を
ほ
っ
て
三
面
を
水
で

囲
み
ま
し
た
。
残
っ
た
南

方
に
は
空
堀
を
う
が
ち
ま

し
た
。
空
堀
は
幅　
ｍ
以

上
、
深
さ　
ｍ
以
上
の
規

模
だ
っ
た
こ
と
が
発
掘
調

査
で
判
明
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
難
攻
不
落
の
大

坂
城
は
完
成
し
ま
し
た
が
、

秀
吉
は
死
の
直
前
の
慶
長

３
年（
１
５
９
８
）
に
さ
ら
に

工
事
を
命
じ
、
城
内
の
町

人
た
ち
を
立
ち
退
か
せ
、

大
名
た
ち
が
妻
子
と
住
む

た
め
の
屋
敷
を
造
営
さ
せ

た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
は

妻
子
を
人
質
に
す
る
戦
略

で
、
子
の
秀
頼
を
ま
も
る

た
め
の
措
置
で
し
た
。
し

か
し
、
秀
吉
の
死
後
、
家

康
は
関
ケ
原
の
合
戦
で
勝

利
し
実
権
を
握
っ
た
後
、

京
都
方
広
寺
の
鐘
銘
事
件

を
契
機
に
、
慶
長　

年

（
１
６
１
４
）　
月
に
大
軍
を

率
い
て
大
坂
城
を
取
り
囲

み
ま
す
。

真
田
丸
と
大
坂
冬
の
陣

　

大
坂
冬
の
陣
は　

月
中

旬
か
ら　

月
下
旬
ま
で
、

大
坂
城
に
立
て
こ
も
っ
た

　

万
の
豊
臣
軍
を　

万
の

徳
川
軍
が
包
囲
し
た
戦
い

で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
籠
城

三
方
に
か
ら
堀
を
ほ
り
、

堀
の
周
り
に
柵
を
三
重
に

付
け
、
所
々
に
矢
倉
を
立

て
、
柵
の
間
の
腕
木
に
武

者
走
り
と
い
う
通
路
を
設

け
、
父
子
の
人
数
六
千
人

で
籠
っ
た
。
こ
れ
を
真
田

の
出
城
と
言
っ
た（
要
旨
）」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

真
田
丸
を
攻
め
た
の
は

徳
川
方
の
前
田
利
常
隊
・

松
平
忠
直
隊
・
井
伊
直
孝

隊
な
ど
で
し
た
。
実
際
の

戦
い
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
日

本
年
報
に
「
内
府（
家
康
）

は
夜
が
明
け
る
と
大
軍
を

城
壁
の
一
部
に
近
づ
け
さ

せ
・・・
兵
士
は
大
胆
に
も

全
員
が
堀
の
中
に
入
り
込

ん
だ
。・・・
敵
方（
真
田
）は

兵
た
ち
が
完
全
に
堀
の
中

に
入
り
込
ん
だ
時
を
見
計

ら
っ
て
一
斉
に
マ
ス
ケ
ッ

ト
銃
や
火
縄
銃
を
嵐
の
よ

う
に
撃
ち
込
み
、・・・
徳
川

方
は
不
意
を
突
か
れ
て
驚

き
総
崩
れ
に
な
っ
て
散
り

散
り
に
堀
を
抜
け
出
そ
う

と
し
た
が
、
城
方
は
さ
ら

に
槍
な
ど
を
投
げ
つ
け
て

脅
え
き
っ
た
敵
兵
の
大
部

分
を
殺
害
し
た（
要
旨
）」

と
戦
況
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

真
田
出
丸
の
戦
い
は
大

坂
冬
の
陣
図
屏
風
に
も
描

か
れ
て
い
ま
す
。
塀
の
横

木
に
板
を
渡
し
た
通
路
は

文
献
と
一
致
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
堀
の
内
側
は
二
段

構
造
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

鹿
角
の
兜
の
武
者
も
い
ま

す
の
で
幸
村
を
描
い
た
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
う

し
て
真
田
勢
は
徳
川
方
を

撃
退
し
た
の
で
す
。

真
田
丸
の
場
所
は
何
処
か

　

真
田
丸
の
実
際
の
場
所

は
何
処
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
積
山
洋
氏
は
「
豊

臣
氏
大
坂
城
惣
構
南
面
堀

の
復
元
」（『
大
坂
城
と
城

下
町
』）
で
、「
堀
の
中
央

は
上
町
台
地
の
稜
線
つ
ま

り
最
高
所
で
接
続
し
て
お

り
、
そ
こ
か
ら
東
と
西
に

高
度
を
下
げ
て
台
地
を
横

切
っ
て
い
る
。
台
地
の
東

斜
面
に
は
開
析
谷
が
入
り

組
ん
で
い
る
の
で
、
堀
は

そ
の
自
然
地
形
を
う
ま
く

利
用
し
た
」
と
し
て
、
東

側
の
空
堀
は
自
然
の
谷
筋

を
た
ど
っ
て
造
っ
て
い
る

こ
と
を
述
べ
、「
堀
が
文
禄

末
年
ご
ろ
に
完
成
し
た
後
、

残
さ
れ
た
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ

ン
ト
は
堀
の
南
に
位
置
す

る
小
丘
陵
で
あ
っ
た
。
堀

は
自
然
地
形
を
利
用
し
た

が
ゆ
え
に
、
そ
の
す
ぐ
外

側
の
高
所
を
残
し
て
し
ま

う
こ
と
と
な
っ
た
。
冬
の

陣
に
際
し
て
、
豊
臣
方
が

そ
こ
に
真
田
出
丸
を

築
い
た
の
は
当
然
の

こ
と
で
あ
っ
た
」
と

真
田
丸
を
造
る
戦
略

的
意
味
を
述
べ
て
い

ま
す
。

　

真
田
丸
は
空
堀
の

南
に
あ
る
小
丘
陵
に

作
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
の
小
丘
陵
は
、
東

端
に
三
光
神
社
の
あ

る
宰
相
山
が
あ
り
連

続
し
て
心
眼
寺
な
ど

の
寺
院
、
そ
の
横
の

大
阪
明
星
学
園
へ
と

続
い
て
い
ま
す
。
江

戸
前
期
（
１
６
９
４
〜

１
６
９
９
年
刊
行
）の

『
大
坂
三
郷
町
絵
図
』

（
ト
レ
ー
ス
）に
は
、

丘
陵
の
谷
道
の
右
側
に
寺

院
群
が
あ
り
、
左
は
真
田

出
丸
跡
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
出
丸
跡
の
北
に
斜
め

に
走
っ
て
い
る
道
が
、
惣

構
え
空
堀
の
跡
で
す
。

　
『
大
阪
府
の
地
名
』（
平

凡
社
）
に
は
「
真
田
丸
跡

・・・
珠
庵
東
北
、
現
明
星
学

園
敷
地
付
近
に
あ
っ
た
」と

書
か
れ
て
お
り
、『
大
坂
三

郷
町
絵
図
』
に
描
か
れ
て

い
る
心
眼
寺
な
ど
現
存
す

る
寺
院
は
大
阪
明
星
学
園

と
道
を
へ
だ
て
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
敷
地
周
辺
が

真
田
丸
の
跡
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
最
近
、
千
田
嘉
博

氏
が
、『
月
刊
歴
史
街
道
』

平
成　

年　

月
号
で
「
真

田
丸
の
規
模
は
従
来
の
説

（
２
０
０ｍ
四
方
）よ
り
も
広

く
、巨
大
な
要
塞
だ
っ
た
」

と
い
う
説
を
発
表
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
地
域
を

特
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

南
に
ひ
ろ
が
る
真
田
山
公

園
一
帯
を
含
め
て
い
る
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
根
拠

と
し
て
い
る
浅
野
文
庫

「
摂
津
真
田
丸
」の
図
に
は

出
丸
の
中
の
道
に
「
此
道

二
丁
程（
約
２
０
０ｍ
）有
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
む
し

ろ
従
来
の
説
を
補
強
す
る

も
の
と
い
え
ま
す
。

　

真
田
丸
で
撃
退
さ
れ
た

徳
川
方
は
惣
構
え
の
外
か

ら
大
砲
攻
撃
を
本
格
化
さ

せ
、
砲
弾
が
本
丸
に
打
ち

込
ま
れ
る
に
至
り
、
つ
い

に
和
議
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

和
議
で
は
南
惣
構
え
の
空

堀
と
二
ノ
丸
堀
の
埋
め
立

て
が
決
ま
り
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
真
田
丸
の
空
堀
も

こ
の
と
き
埋
め
ら
れ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

大
坂
夏
の
陣
と
幸
村

　

外
堀
を
埋
め
た
徳
川
方

は
、翌
慶
長　

年（
１
６
１
４
）

５
月
に
再
び
大
阪
に
軍
を

向
け
「
大
坂
夏
の
陣
」
が

起
こ
り
ま
し
た
。
５
月
７

日
、
真
田
幸
村
は
南
方
の

茶
臼
山
に
布
陣
し
、
徳
川

方
に
総
攻
撃
を
か
け
ま
し

た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
年
報

に
は
「
真
田
は
も
う
一
人

の
司
令
官
で
あ
る
毛
利
の

豊
前
（
吉
政
）
と
と
も
に

戦
っ
て
い
た
が
、
述
べ
難

い
ほ
ど
の
力
を
発
揮
し
、

三
、
四
度
敵
に
激
し
く
襲

い
か
か
っ
た
。
そ
の
た
め

（
迎
え
撃
っ
て
い
た
）将
軍

は
次
第
に
戦
場
を
譲
り
な

が
ら
退
却
の
用
意
を
始
め

た
。
と
い
う
の
も
、
将
軍

は
そ
れ
ま
で
に
彼
の
多
く

が
隊
を
組
ん
で
逃
げ
て
行

く
の
を
見
て
い
た
か
ら
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か

次
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
も
し
も
最
後
に

秀
頼
側
の
攻
撃
が
幾
分
か

67
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第25回総会
講演会

豊
臣
大
坂
城
平
面
図

（
跡
部
先
生
の
著
書『
豊
臣
秀
吉
と
大
坂
城
』（
吉
川
弘
文
館
）よ
り
）

「大坂冬の陣配陣図」（『僊台武鑑』所収）

「
大
坂
三
郷
町
絵
図
（
ト
レ
ー
ス
）」（
１
６
９
４
〜
１
６
９
９
）
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鈍
っ
た
の
を
見
て
、
戦
の

女
神
が
風
向
き
を
一
瞬
に

し
て
変
え
た
と
感
じ
て
い

な
け
れ
ば
、
内
府（
家
康
）

は
絶
望
し
て
日
本
人
の
習

慣
に
従
っ
て
腹
を
切
っ
て

い
た
と
い
う
の
で
あ
る
」

（
１
６
１
５
、
１
６
１
６
年
度
）

と
い
う
程
の
猛
攻
撃
で
し

た
。

　
『
薩
藩
旧
記
』の
６
月　

日
付
の
書
状
に
、「
五
月

七
日
に
御
所
様（
家
康
）の

御
陣
へ
真
田
左
衛
門
し
か

か
り
候
て
、
御
陣
衆
追
い

ち
ら
し
討
捕
り
申
し
候
。

御
陣
衆
（
の
う
ち
）
三
里

ほ
ど
ず
つ
逃
げ
候
衆
は
、

皆
々
い
き
の
こ
ら
れ
候
。

三
度
め
に
さ
な
だ
も
う
ち

死
に
て
候
。
真
田
日
本
一

の
兵
、
い
に
し
え
よ
り
の

物
語
に
も
こ
れ
無
き
由
、

惣
別（
す
べ
て
）こ
れ
の
み

申
す
事
に
候
」
と
真
田
の

奮
戦
を
称
賛
し
て
い
ま
す
。

幸
村
が
討
ち
死
に
し
た
５

月
７
日
に
大
坂
城
も
落
城

し
、
翌
８
日
に
秀
頼
・
淀

殿
が
自
害
し
豊
臣
家
は
滅

亡
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
徳

川
家
康
の
覇
権
が
確
立
し

た
の
で
す
。

（
本
稿
は
跡
部
先
生
の
講
演

内
容
を
編
集
部
で
ま
と
め

ま
し
た
。　

文
責
／
石
沢
）

真田丸

▲

12
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Ｂ
コ
ー
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

活断層見学、原因と特色、
保存と防災

水生昆虫を採取して生
態系について研修

講演・ワークショップ
「英語で世界とつながろう」

インバウンドビジネス、
外国人観光客インタビュー

講義、農場牧場見学、野生
生物との共存について研修

企業理念と時代にあわ
せた変化について研修
社会人基礎力について
グループワーク。
課題解決の方法

小布施の特色を活かした
まちづくり政策

ネパール語研修、施設見
学、訓練生徒の交流

サモア留学生と文化交流。
日本の伝統文化発表

小学生交流。タブレット
端末授業体験

未来の長野県教育

サッカーを通じた地域づくり

地域医療システム「農民
と共に」の理念
講演、デイサービスセンター
にて交流、室内楽、吹奏楽、
弓道の各班による発表

環境制御による先進的
植物工場見学

菅平高原を歩き、生態系と
森林遷移の研修

コース・テーマ　　　サブテーマ　　　　　　訪問先　　　　　　　　指導者　　　　　　　　　実施内容

A
環境防災

B
国際理解

C
農業、食品

D
ビジネス、都市

E
平和、国際協力

F
子ども、スポーツ

G
保健、医療

H
生命、情報

いのち・健康を信州の
自然環境と災害を通じ
て考える。

いのち・健康を信州の
異文化と観光を通して
考える。

いのち・健康を信州の
食と農業を通じて
考える。

いのち・健康を信州の
地域活性化ビジネスを
通じて考える。

いのち・健康を信州の
多文化共生を通じて
考える。

いのち・健康を信州の
地域教育を通じて
考える。

いのち・健康を信州の
保健活動を通じて
考える。

いのち・健康を信州の
科学技術を通じて
考える。

白馬村
神城地震被災地

安曇野市　せせらぎ館
周辺の犀川水域

長野市
清泉女学院大学

山ノ内町
地獄谷野猿公園

伊那市
信州大学農学部

伊那市
伊那食品工業
上田市　信州大学
繊維学部浅間エクス
テンションセンター

小布施町
小布施町役場

駒ヶ根市　JICA青年
海外協力隊訓練所

駒ヶ根市　長野県
看護大学看護学部

青木村　青木村立
青木小学校・児童センター

長野市　長野県庁

長野市
南長野運動公園

佐久市
佐久総合病院

川上村
ヘルシーパークかわかみ

上田市　信州大学
先進植物工場
上田市　菅平高原
筑波大学菅平高原
実験センター

信州大学全学教育機構
大塚勉教授

信州大学理学部
東城幸治准教授

人間学部
室井美稚子教授

まちノベイト社
笠原崇広氏

竹田謙一准教授

丸山勝冶取締役

信州大学SVBL
中西広充准教授

市村良三小布施町長
宮崎貴司氏　大宮透氏

JICA職員　茂木優子氏
ラヴェンドラ・サヤミ氏

宮越幸代准教授

高田玲子氏　沓掛英明氏
吉沢修一氏

次世代サポート課
竹内延彦氏

長野パルセイロFC
中澤悟氏

伊沢敏統括院長
加藤琢真医師
保健福祉医療複合施設
由井和也医師
保健福祉課　新海貴課長

信州大学繊維学部
下坂誠教授

町田龍一郎教授

　

昨
年
９
月
５
日
に
は
、

同
窓
会
担
当
の
中
村
教
諭

と
二
人
で
定
期
総
会
に
お

邪
魔
し
、
硬
式
野
球
に
つ

い
て
、
昭
和　

年
と
、
そ

の　

年
後
の
昭
和　

年
に

続
き
、
さ
ら
に　

年
後
の

平
成　

年
に
は
、
３
回
目

の
応
援
に
甲
子
園
球
場
に

来
た
い
と
申
し
上
げ
ま
し

た
。

　

長
野
県
に
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
を
納
め
て
い
た
だ

き
、
そ
の
際
、
使
用
目
的

と
し
て
「
上
田
高
校
の
教

育
の
充
実
」
と
お
書
き
い

た
だ
く
と
、
皆
さ
ん
の
納

税
が
母
校
の
教
育
の
た
め

に
使
わ
れ
る
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
、
と
も

申
し
上
げ
ま
し
た
。
繰
り

返
し
に
な
り
ま
す
が
、
ぜ

ひ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
真
田
信
繁
（
幸

村
）
を
主
人
公
に
し
た
来

年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

『
真
田
丸
』で
す
が
、
す
で

に
真
田
で
の
ロ
ケ
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
し
、
関
連
し

て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
い
く
つ
か

取
材
が
あ
り
ま
し
た
。
本

校
や
本
校
生
が
出
ま
す
の

で
、
注
目
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
報
の
前
号
に
書
い
た

よ
う
に
、
本
年
度
か
ら
上

田
高
校
は
、
文
部
科
学
省

の
Ｓ
Ｇ
Ｈ（
ス
ー
パ
ー
・
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
）
の
指
定
を
受
け
、
課

題
解
決
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
を
持
っ
た
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
を
目
指
し
て
日
々

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、Ｓ
Ｇ

Ｈ
の
様
子
に
つ
い
て
は
今

号
の
別
の
箇
所
で
触
れ
る

そ
う
で
す
の
で
、
こ
こ
で

は
、「
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
」
に
関
連
し
た
話
を

し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
を
は

じ
め
、
本
校
の
日
々
の
活

動
に
つ
い
て
は
、
学
校
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
頻
繁
に
情

報
を
更
新
し
て
い
ま
す
し

そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

「
校
長
ブ
ロ
グ
」と
称
し
て

校
長
の
視
点
か
ら
思
う
と

こ
ろ
を
書
い
て
い
ま
す
の

で
、
両
方
と
も
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が

加
え
て
、
生
徒
の
意
欲
を

喚
起
す
る
目
的
で
、
今
年

度
初
め
に
校
長
室
を
生
徒

に
も
開
き
、
あ
わ
せ
て
入

口
に
校
長
掲
示
板
を
設
け

ま
し
た（
写
真
）。
校
長
掲

示
板
に
は
、
講
話
な
ど
で

話
し
た
内
容
の
「
肝
」
に

な
る
こ
と
を
文
字
に
起
こ

し
て
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）

は
、
国
際
的
に
活
躍
で
き

る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ

ー
を
育
成
す
る
た
め
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
社
会
課
題
を

発
見
・
解
決
で
き
る
人
材

や
、
様
々
な
国
際
舞
台
で

活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成

を
目
標
に
平
成　

年
度
よ

り
行
わ
れ
て
い
る
文
部
科

学
省
の
事
業
で
、
全
国
で

１
１
２
校
が
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指

定
を
受
け
て
い
る
。

バ
ス
８
台
で
県
内
各
地
へ

《
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
概
要
》

　

上
田
高
校
は
昨
年
度
の

Ｓ
Ｇ
Ｈ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
校

と
し
て
の
経
験
を
経
て
、

本
年
度
は
ス
ー
パ
ー
グ
ロ

ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に

指
定
さ
れ
、「
長
寿
県

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
か
ら
世
界

の
い
の
ち
・
健
康
を
支
え

る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
４

月
よ
り
本
格
的
な
活
動
を

始
め
て
い
る
。
１
学
年
の

Ｓ
Ｇ
Ｈ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
上

半
期
の
大
き
な
柱
が
、
学

年
全
員
で
取
り
組
ん
だ
県

内
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
以
下
の

８
コ
ー
ス
か
ら
各
自
が
１

つ
を
選
び
、
夏
休
み
中
の

１
日
、
バ
ス
で
の
研
修
に

出
か
け
る
も
の
で
あ
る
。

本
年
度
は
、８
月
３
日（
月
）

に
１
年
生
全
員
３
２
０
名

余
が
８
台
の
バ
ス
に
分
乗

し
、
県
内
各
地
に
出
か
け

て
研
修
を
行
っ
た
。
研
修

に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
学

習
を
行
い
、
研
修
が
深
ま

る
よ
う
に
準
備
を
行
っ
た
。

研
修
の
内
容
に
つ
い
て
も

た
だ
の
見
学
、
講
義
で
は

な
く
、
実
地
体
験
や
関
係

者
と
の
交
流
な
ど
を
組
み

入
れ
た
も
の
と
し
た
。
い

ず
れ
の
訪
問
先
で
も
ご
多

忙
の
中
、
快
く
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義

な
研
修
と
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

一
人
１
テ
ー
マ
で
リ
サ
ー
チ

《
事
前
・
事
後
研
修
》

　

事
前
に
は
、
研
修
場
所

に
関
係
し
た
ひ
と
り
１
テ

ー
マ
が
与
え
ら
れ
た
。
生

徒
た
ち
は
Ｓ
Ｇ
Ｈ
特
設
科

目
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ

ー
ズ
（
Ｇ
Ｓ
Ｉ
）」
や
放
課

後
な
ど
の
時
間
を
使
っ
て

リ
サ
ー
チ
を
行
な
い
、
冊

子
に
ま
と
め
た
。

１
人
１
テ
ー
マ
の
例
／

【
Ａ
コ
ー
ス
】
長
野
県
の
親

水
事
業
、
長
野
県
の
火
山

災
害
の
概
要
と
被
害
。

【
Ｃ
コ
ー
ス
】
信
州
の
生
活

を
支
え
る
食
生
活
、
長
寿

を
も
た
ら
す
栄
養
指
導
。

　

生
徒
は
、
写
真
や
イ
ラ

ス
ト
、
図
表
な
ど
も
用
い

な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く

ま
と
め
る
工
夫
を
こ
ら
し
、

大
変
よ
い
資
料
と
な
っ
た
。

ま
た
、
事
後
研
修
と
し
て

は
、
研
修
内
容
を
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
ま
と
め
、
ク

ラ
ス
内
で
コ
ー
ス
ご
と
に

成
果
を
発
表
し
た
。

世
界
か
ら
日
本
を
見
て
み
た
い

《
研
修
の
感
想
》

【
Ｂ
コ
ー
ス
】

・
貧
困
が
理
由
で
死
ん
で

し
ま
う
子
ど
も
た
ち
の
力

に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

上 田 高 等 学 校 関 西 同 窓 会 報

学
校
を
開
き
、
人
を
育
て
る

 

学
校
長　

内
堀 

繁
利

　

様
々
な
活
動
を
通
し
て
、

自
分
の
頭
で
考
え
、
判
断

し
、
自
分
の
意
志
で
行
動

で
き
る
、
主
体
性
や
探
究

心
を
持
っ
た
上
田
高
校
生

を
育
て
、「
す
ご
い
奴
が
現

れ
た
が
ど
こ
の
出
身
だ
？
」

と
訊
か
れ
る
よ
う
な
人
物

が
各
分
野
・
各
世
代
に
出

現
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
上
田
高
校
の
ご

支
援
を
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１学年夏季フィールドワークの取組
１年ＳＧＨ担当　宮下 美和

校長室入口の校長掲示板

後輩の頼もしさを感じました
　　　　　　　　　ー 社会講座講師をして ー

　

社
会
講
座
は
生
徒
達

に
今
後
の
進
路
や
将
来

の
就
職
に
向
け
た
指
針

を
与
え
る
べ
く
様
々
な

分
野
か
ら
の
卒
業
生
を

講
師
と
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　

本
年
度
の
１
学
年
の

社
会
講
座
は　

の
人
文
、

法
学
、
経
営
学
か
ら
理

学
、
工
学
、
医
学
、
マ

ス
コ
ミ
に
至
る
幅
広
い

分
野
の
卒
業
生
か
ら
な

る
講
師
で
同
時
に
行
わ

れ
た
。

　

先
ず
日
置
勇
二
同
窓

会
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、

内
堀
繁
利
学
校
長
、
西

嶋
力
学
年
主
任
が
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
さ
れ
、
社
会

講
座
に
対
す
る
期
待
と

　

世
紀
型
の
新
た
な
教

育
モ
デ
ル
を
構
築
す
べ

く
、
生
徒
の
難
関
校
突

破
と
い
う
大
き
な
目
標

の
元
に
様
々
な
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
る
事

が
紹
介
さ
れ
た
。

ミ
ク
ロ
の
も
の
づ
く
り

の
世
界
を
紹
介

　

小
職
は
工
学
の
ジ
ャ

ン
ル
で
講
演
を
行
な
っ

た
。
講
演
内
容
は
『
ミ

ク
ロ
の
も
の
づ
く
り
の

世
界
か
ら
』
と
題
し
、

現
在
大
学
で
進
め
て
い

る
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
放

射
光
を
用
い
て
作
製
す

る
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム

（
マ
イ
ク
ロ
マ
シ
ン
）の

説
明
を
切
り
口
と
し
て
、

科
学
技
術
で
国
を
支
え

て
い
る
日
本
が
自
動
車

や
精
密
機
械
、
携
帯
端

末
や
電
化
製
品
の
み
な

ら
ず
、
こ
れ
ら
を
構
成

す
る
部
品
材
料
に
至
る

ま
で
の
ト
ー
タ
ル
な
も

の
づ
く
り
を
戦
略
的
に

進
め
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
た
。

　

特
に
、
手
の
ひ
ら
よ

り
小
さ
い
サ
イ
ズ
の
チ
ッ

プ
上
に
μ
ｍ（
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
）
サ
イ
ズ
の

流
体
回
路
を
巡
ら
せ
た

『Lab-on-a-chip

』を
開

発
し
た
例
を
紹
介
し
た
。

こ
れ
は
チ
ッ
プ
上
の
実

験
室
と
言
わ
れ
、
早
期

診
断
や
創
薬
の
分
野
で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
技
術
と
し
て
世
界

中
で
最
も
盛
ん
に
開
発

が
行
わ
れ
て
い
る
マ
イ

ク
ロ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

鋭
い
質
問
も
受
け
る

　

広
範
で
か
な
り
専
門

的
な
内
容
も
含
ん
だ
講

義
で
あ
っ
た
が
、
生
徒

は
終
始
真
摯
な
姿
勢
で

理
解
し
よ
う
と
努
め
て

く
れ
た
こ
と
は
先
輩
と

し
て
嬉
し
い
限
り
で
あ

っ
た
。
新
た
に
発
見
し

た
粉
体
輸
送
の
現
象
に

は
鋭
い
質
問
が
あ
っ
て

こ
ち
ら
が
説
明
に
戸
惑

っ
た
場
面
も
あ
り
、
非

常
に
良
い
勉
強
の
機
会

と
も
な
っ
た
。
た
ま
た

ま
講
演
の
教
室
は
小
職

の
ホ
ー
ム
教
室
（
８
組

戸
田
忠
雄
先
生
）
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
懐
か

し
さ
と
後
進
の
頼
も
し

さ
を
同
時
に
感
じ
た
有

意
義
な
講
座
で
あ
っ
た
。

※
 

他
に
、
関
西
同
窓
会

の
推
薦
で
、
名
古
屋
大

学
の
松
原
隆
彦
さ
ん

（　

期
）が
３
年
連
続
で

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

               

（
編
集
部
）

26

内 容　各コースの内容は以下の通りである。

75期　内海 裕一 

14

21

83

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

32

30

30
62

29

世
界
の
貧
し
い
人
を
支
援

す
る
進
路
を
見
つ
け
た
い
。

・
日
本
人
が
外
国
人
に
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
日

本
人
に
と
っ
て
当
た
り
前

の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

世
界
か
ら
日
本
を
見
て
み

た
い
。

Aコース水生昆虫の観察
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Ｂ
コ
ー
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

活断層見学、原因と特色、
保存と防災

水生昆虫を採取して生
態系について研修

講演・ワークショップ
「英語で世界とつながろう」

インバウンドビジネス、
外国人観光客インタビュー

講義、農場牧場見学、野生
生物との共存について研修

企業理念と時代にあわ
せた変化について研修
社会人基礎力について
グループワーク。
課題解決の方法

小布施の特色を活かした
まちづくり政策

ネパール語研修、施設見
学、訓練生徒の交流

サモア留学生と文化交流。
日本の伝統文化発表

小学生交流。タブレット
端末授業体験

未来の長野県教育

サッカーを通じた地域づくり

地域医療システム「農民
と共に」の理念
講演、デイサービスセンター
にて交流、室内楽、吹奏楽、
弓道の各班による発表

環境制御による先進的
植物工場見学

菅平高原を歩き、生態系と
森林遷移の研修

コース・テーマ　　　サブテーマ　　　　　　訪問先　　　　　　　　指導者　　　　　　　　　実施内容

A
環境防災

B
国際理解

C
農業、食品

D
ビジネス、都市

E
平和、国際協力

F
子ども、スポーツ

G
保健、医療

H
生命、情報

いのち・健康を信州の
自然環境と災害を通じ
て考える。

いのち・健康を信州の
異文化と観光を通して
考える。

いのち・健康を信州の
食と農業を通じて
考える。

いのち・健康を信州の
地域活性化ビジネスを
通じて考える。

いのち・健康を信州の
多文化共生を通じて
考える。

いのち・健康を信州の
地域教育を通じて
考える。

いのち・健康を信州の
保健活動を通じて
考える。

いのち・健康を信州の
科学技術を通じて
考える。

白馬村
神城地震被災地

安曇野市　せせらぎ館
周辺の犀川水域

長野市
清泉女学院大学

山ノ内町
地獄谷野猿公園

伊那市
信州大学農学部

伊那市
伊那食品工業
上田市　信州大学
繊維学部浅間エクス
テンションセンター

小布施町
小布施町役場

駒ヶ根市　JICA青年
海外協力隊訓練所

駒ヶ根市　長野県
看護大学看護学部

青木村　青木村立
青木小学校・児童センター

長野市　長野県庁

長野市
南長野運動公園

佐久市
佐久総合病院

川上村
ヘルシーパークかわかみ

上田市　信州大学
先進植物工場
上田市　菅平高原
筑波大学菅平高原
実験センター

信州大学全学教育機構
大塚勉教授

信州大学理学部
東城幸治准教授

人間学部
室井美稚子教授

まちノベイト社
笠原崇広氏

竹田謙一准教授

丸山勝冶取締役

信州大学SVBL
中西広充准教授

市村良三小布施町長
宮崎貴司氏　大宮透氏

JICA職員　茂木優子氏
ラヴェンドラ・サヤミ氏

宮越幸代准教授

高田玲子氏　沓掛英明氏
吉沢修一氏

次世代サポート課
竹内延彦氏

長野パルセイロFC
中澤悟氏

伊沢敏統括院長
加藤琢真医師
保健福祉医療複合施設
由井和也医師
保健福祉課　新海貴課長

信州大学繊維学部
下坂誠教授

町田龍一郎教授

　

昨
年
９
月
５
日
に
は
、

同
窓
会
担
当
の
中
村
教
諭

と
二
人
で
定
期
総
会
に
お

邪
魔
し
、
硬
式
野
球
に
つ

い
て
、
昭
和　

年
と
、
そ

の　

年
後
の
昭
和　

年
に

続
き
、
さ
ら
に　

年
後
の

平
成　

年
に
は
、
３
回
目

の
応
援
に
甲
子
園
球
場
に

来
た
い
と
申
し
上
げ
ま
し

た
。

　

長
野
県
に
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
を
納
め
て
い
た
だ

き
、
そ
の
際
、
使
用
目
的

と
し
て
「
上
田
高
校
の
教

育
の
充
実
」
と
お
書
き
い

た
だ
く
と
、
皆
さ
ん
の
納

税
が
母
校
の
教
育
の
た
め

に
使
わ
れ
る
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
、
と
も

申
し
上
げ
ま
し
た
。
繰
り

返
し
に
な
り
ま
す
が
、
ぜ

ひ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
真
田
信
繁
（
幸

村
）
を
主
人
公
に
し
た
来

年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

『
真
田
丸
』で
す
が
、
す
で

に
真
田
で
の
ロ
ケ
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
し
、
関
連
し

て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
い
く
つ
か

取
材
が
あ
り
ま
し
た
。
本

校
や
本
校
生
が
出
ま
す
の

で
、
注
目
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
報
の
前
号
に
書
い
た

よ
う
に
、
本
年
度
か
ら
上

田
高
校
は
、
文
部
科
学
省

の
Ｓ
Ｇ
Ｈ（
ス
ー
パ
ー
・
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
）
の
指
定
を
受
け
、
課

題
解
決
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
を
持
っ
た
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
を
目
指
し
て
日
々

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、Ｓ
Ｇ

Ｈ
の
様
子
に
つ
い
て
は
今

号
の
別
の
箇
所
で
触
れ
る

そ
う
で
す
の
で
、
こ
こ
で

は
、「
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
」
に
関
連
し
た
話
を

し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
を
は

じ
め
、
本
校
の
日
々
の
活

動
に
つ
い
て
は
、
学
校
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
頻
繁
に
情

報
を
更
新
し
て
い
ま
す
し

そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

「
校
長
ブ
ロ
グ
」と
称
し
て

校
長
の
視
点
か
ら
思
う
と

こ
ろ
を
書
い
て
い
ま
す
の

で
、
両
方
と
も
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が

加
え
て
、
生
徒
の
意
欲
を

喚
起
す
る
目
的
で
、
今
年

度
初
め
に
校
長
室
を
生
徒

に
も
開
き
、
あ
わ
せ
て
入

口
に
校
長
掲
示
板
を
設
け

ま
し
た（
写
真
）。
校
長
掲

示
板
に
は
、
講
話
な
ど
で

話
し
た
内
容
の
「
肝
」
に

な
る
こ
と
を
文
字
に
起
こ

し
て
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）

は
、
国
際
的
に
活
躍
で
き

る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ

ー
を
育
成
す
る
た
め
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
社
会
課
題
を

発
見
・
解
決
で
き
る
人
材

や
、
様
々
な
国
際
舞
台
で

活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成

を
目
標
に
平
成　

年
度
よ

り
行
わ
れ
て
い
る
文
部
科

学
省
の
事
業
で
、
全
国
で

１
１
２
校
が
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指

定
を
受
け
て
い
る
。

バ
ス
８
台
で
県
内
各
地
へ

《
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
概
要
》

　

上
田
高
校
は
昨
年
度
の

Ｓ
Ｇ
Ｈ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
校

と
し
て
の
経
験
を
経
て
、

本
年
度
は
ス
ー
パ
ー
グ
ロ

ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に

指
定
さ
れ
、「
長
寿
県

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
か
ら
世
界

の
い
の
ち
・
健
康
を
支
え

る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
４

月
よ
り
本
格
的
な
活
動
を

始
め
て
い
る
。
１
学
年
の

Ｓ
Ｇ
Ｈ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
上

半
期
の
大
き
な
柱
が
、
学

年
全
員
で
取
り
組
ん
だ
県

内
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
以
下
の

８
コ
ー
ス
か
ら
各
自
が
１

つ
を
選
び
、
夏
休
み
中
の

１
日
、
バ
ス
で
の
研
修
に

出
か
け
る
も
の
で
あ
る
。

本
年
度
は
、８
月
３
日（
月
）

に
１
年
生
全
員
３
２
０
名

余
が
８
台
の
バ
ス
に
分
乗

し
、
県
内
各
地
に
出
か
け

て
研
修
を
行
っ
た
。
研
修

に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
学

習
を
行
い
、
研
修
が
深
ま

る
よ
う
に
準
備
を
行
っ
た
。

研
修
の
内
容
に
つ
い
て
も

た
だ
の
見
学
、
講
義
で
は

な
く
、
実
地
体
験
や
関
係

者
と
の
交
流
な
ど
を
組
み

入
れ
た
も
の
と
し
た
。
い

ず
れ
の
訪
問
先
で
も
ご
多

忙
の
中
、
快
く
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義

な
研
修
と
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

一
人
１
テ
ー
マ
で
リ
サ
ー
チ

《
事
前
・
事
後
研
修
》

　

事
前
に
は
、
研
修
場
所

に
関
係
し
た
ひ
と
り
１
テ

ー
マ
が
与
え
ら
れ
た
。
生

徒
た
ち
は
Ｓ
Ｇ
Ｈ
特
設
科

目
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ

ー
ズ
（
Ｇ
Ｓ
Ｉ
）」
や
放
課

後
な
ど
の
時
間
を
使
っ
て

リ
サ
ー
チ
を
行
な
い
、
冊

子
に
ま
と
め
た
。

１
人
１
テ
ー
マ
の
例
／

【
Ａ
コ
ー
ス
】
長
野
県
の
親

水
事
業
、
長
野
県
の
火
山

災
害
の
概
要
と
被
害
。

【
Ｃ
コ
ー
ス
】
信
州
の
生
活

を
支
え
る
食
生
活
、
長
寿

を
も
た
ら
す
栄
養
指
導
。

　

生
徒
は
、
写
真
や
イ
ラ

ス
ト
、
図
表
な
ど
も
用
い

な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く

ま
と
め
る
工
夫
を
こ
ら
し
、

大
変
よ
い
資
料
と
な
っ
た
。

ま
た
、
事
後
研
修
と
し
て

は
、
研
修
内
容
を
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
ま
と
め
、
ク

ラ
ス
内
で
コ
ー
ス
ご
と
に

成
果
を
発
表
し
た
。

世
界
か
ら
日
本
を
見
て
み
た
い

《
研
修
の
感
想
》

【
Ｂ
コ
ー
ス
】

・
貧
困
が
理
由
で
死
ん
で

し
ま
う
子
ど
も
た
ち
の
力

に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

上 田 高 等 学 校 関 西 同 窓 会 報

学
校
を
開
き
、
人
を
育
て
る

 

学
校
長　

内
堀 

繁
利

　

様
々
な
活
動
を
通
し
て
、

自
分
の
頭
で
考
え
、
判
断

し
、
自
分
の
意
志
で
行
動

で
き
る
、
主
体
性
や
探
究

心
を
持
っ
た
上
田
高
校
生

を
育
て
、「
す
ご
い
奴
が
現

れ
た
が
ど
こ
の
出
身
だ
？
」

と
訊
か
れ
る
よ
う
な
人
物

が
各
分
野
・
各
世
代
に
出

現
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
上
田
高
校
の
ご

支
援
を
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１学年夏季フィールドワークの取組
１年ＳＧＨ担当　宮下 美和

校長室入口の校長掲示板

後輩の頼もしさを感じました
　　　　　　　　　ー 社会講座講師をして ー

　

社
会
講
座
は
生
徒
達

に
今
後
の
進
路
や
将
来

の
就
職
に
向
け
た
指
針

を
与
え
る
べ
く
様
々
な

分
野
か
ら
の
卒
業
生
を

講
師
と
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　

本
年
度
の
１
学
年
の

社
会
講
座
は　

の
人
文
、

法
学
、
経
営
学
か
ら
理

学
、
工
学
、
医
学
、
マ

ス
コ
ミ
に
至
る
幅
広
い

分
野
の
卒
業
生
か
ら
な

る
講
師
で
同
時
に
行
わ

れ
た
。

　

先
ず
日
置
勇
二
同
窓

会
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、

内
堀
繁
利
学
校
長
、
西

嶋
力
学
年
主
任
が
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
さ
れ
、
社
会

講
座
に
対
す
る
期
待
と

　

世
紀
型
の
新
た
な
教

育
モ
デ
ル
を
構
築
す
べ

く
、
生
徒
の
難
関
校
突

破
と
い
う
大
き
な
目
標

の
元
に
様
々
な
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
る
事

が
紹
介
さ
れ
た
。

ミ
ク
ロ
の
も
の
づ
く
り

の
世
界
を
紹
介

　

小
職
は
工
学
の
ジ
ャ

ン
ル
で
講
演
を
行
な
っ

た
。
講
演
内
容
は
『
ミ

ク
ロ
の
も
の
づ
く
り
の

世
界
か
ら
』
と
題
し
、

現
在
大
学
で
進
め
て
い

る
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
放

射
光
を
用
い
て
作
製
す

る
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム

（
マ
イ
ク
ロ
マ
シ
ン
）の

説
明
を
切
り
口
と
し
て
、

科
学
技
術
で
国
を
支
え

て
い
る
日
本
が
自
動
車

や
精
密
機
械
、
携
帯
端

末
や
電
化
製
品
の
み
な

ら
ず
、
こ
れ
ら
を
構
成

す
る
部
品
材
料
に
至
る

ま
で
の
ト
ー
タ
ル
な
も

の
づ
く
り
を
戦
略
的
に

進
め
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
た
。

　

特
に
、
手
の
ひ
ら
よ

り
小
さ
い
サ
イ
ズ
の
チ
ッ

プ
上
に
μ
ｍ（
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
）
サ
イ
ズ
の

流
体
回
路
を
巡
ら
せ
た

『Lab-on-a-chip

』を
開

発
し
た
例
を
紹
介
し
た
。

こ
れ
は
チ
ッ
プ
上
の
実

験
室
と
言
わ
れ
、
早
期

診
断
や
創
薬
の
分
野
で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
技
術
と
し
て
世
界

中
で
最
も
盛
ん
に
開
発

が
行
わ
れ
て
い
る
マ
イ

ク
ロ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

鋭
い
質
問
も
受
け
る

　

広
範
で
か
な
り
専
門

的
な
内
容
も
含
ん
だ
講

義
で
あ
っ
た
が
、
生
徒

は
終
始
真
摯
な
姿
勢
で

理
解
し
よ
う
と
努
め
て

く
れ
た
こ
と
は
先
輩
と

し
て
嬉
し
い
限
り
で
あ

っ
た
。
新
た
に
発
見
し

た
粉
体
輸
送
の
現
象
に

は
鋭
い
質
問
が
あ
っ
て

こ
ち
ら
が
説
明
に
戸
惑

っ
た
場
面
も
あ
り
、
非

常
に
良
い
勉
強
の
機
会

と
も
な
っ
た
。
た
ま
た

ま
講
演
の
教
室
は
小
職

の
ホ
ー
ム
教
室
（
８
組

戸
田
忠
雄
先
生
）
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
懐
か

し
さ
と
後
進
の
頼
も
し

さ
を
同
時
に
感
じ
た
有

意
義
な
講
座
で
あ
っ
た
。

※
 

他
に
、
関
西
同
窓
会

の
推
薦
で
、
名
古
屋
大

学
の
松
原
隆
彦
さ
ん

（　

期
）が
３
年
連
続
で

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

               

（
編
集
部
）

26

内 容　各コースの内容は以下の通りである。

75期　内海 裕一 

14

21

83

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

32

30

30
62

29

世
界
の
貧
し
い
人
を
支
援

す
る
進
路
を
見
つ
け
た
い
。

・
日
本
人
が
外
国
人
に
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
日

本
人
に
と
っ
て
当
た
り
前

の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

世
界
か
ら
日
本
を
見
て
み

た
い
。

Aコース水生昆虫の観察
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ス
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パ
ー
ル
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験
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68 期　小松　進

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
う
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も

９
割
近
い
生
徒
が
満
足
し

た
と
答
え
て
お
り
、
刺
激

を
う
け
る
一
日
と
な
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
１

年
生
は
今
回
の
経
験
を
よ

り
深
め
て
今
年
度
下
半
期

の
課
題
研
究
、
来
年
度
２

年
次
で
の
１
泊
２
日
の
県

外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

４
泊
５
日
の
台
湾
研
修
旅

行
や
本
格
的
な
課
題
研
究

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
は
、
今
後
も
関

係
各
所
の
ご
協
力
を
得
て
、

１
年
生
が
継
続
し
て
実
施

し
て
ゆ
く
予
定
で
あ
る
。

　

い
つ
も
会
報
送
っ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
さ
て
、
私
の
近
況
で

す
が
、
納
豆
の
製
造
販
売
を
タ

イ
の
バ
ン
コ
ク
で
始
め
ま
し
た
。

納
豆
作
り
と
い
う
老
後
の
趣
味

が
、
皆
に
背
中
を
押
さ
れ
日
系

ス
ー
パ
ー
で
販
売
す
る
こ
と
に

な
り
、
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て

お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
で
は
国
産

輸
入
冷
凍
納
豆
が
、
日
本
の
３

倍
の
価
格
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

私
の
納
豆
の
名
前
は
「
社
長

さ
ん
の
納
豆
」
で
す
。
こ
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
は
、
社
長
さ
ん
で
も

値
が
高
く
て
手
が
出
な
い
日
本

の
輸
入
冷
凍
納
豆
、
社
長
さ
ん

は
本
業
が
あ
る
か
ら
納
豆
で
は

も
う
か
ら
な
い
、
社
長
さ
ん
自

ら
試
作
を
続
け
た
こ
だ
わ
り
の

糸
引
・
味
、
か
ら
名
付
け
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
納
豆
が
人
気

を
呼
び
、
本
業
（
電
子
部
品
商

社
）
は
今
年
創
立　

周
年
で
す

が
、
今
ま
で
に
新
聞
社
な
ん
て

取
材
に
来
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
納
豆
は
本
格
発

売
前
か
ら
、
日
本
の
業
界
紙
新

聞
に
載
る
、Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
国
際
版

に
載
る
、
日
本
語
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

で
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
と
の

対
談
に
出
る
な
ど
、
大
変
注
目

を
浴
び
て
い
ま
す
。
当
地
の
新

聞
に
私
の
納
豆
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
お
読
み
く
だ
さ

い
。
こ
れ
は
日
系
ス
ー
パ
ー
で

発
売
開
始
前
の
記
事
で
す
が
、

現
在
は
発
売
３
ケ
月
で
ト
ッ
プ

ブ
ラ
ン
ド
の
売
れ
行
き
と
な
っ

て
い
ま
す
。

納
豆
好
き
社
長

 

タ
イ
で「
社
長
さ
ん
の
納
豆
」

　
　
　
　
　
　
　

製
造
開
始

　

ア
ジ
ア
８
ケ
国
で
電
子
部
品

の
販
売
会
社
を
展
開
す
る
Ｇ
Ｓ

Ｋ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
グ
ル

ー
プ
傘
下
の
食
品
会
社
「
小
松

フ
ー
ズ
」
が
現
在
、
原
料
に
タ

イ
産
大
豆
を
使
用
し
た
納
豆

「
社
長
さ
ん
の
納
豆
」
の
生
産

に
乗
り
出
し
、
バ
ン
コ
ク
市
内

の
日
系
レ
ス
ト
ラ
ン
を
中
心
に

販
売
し
て
い
る
。

　

同
グ
ル
ー
プ
社
長
で
納
豆
好

き
を
自
認
す
る
小
松
進
社
長
が

納
豆
作
り
を
始
め
た
の
が
２
０

１
３
年
７
月
。
そ
れ
ま
で
は
近

所
の
日
系
ス
ー
パ
ー
で
納
豆
を

購
入
し
て
い
た
が
、
そ
の
店
舗

が
移
転
し
た
た
め
に
、
近
所
で

の
入
手
が
困
難
に
な
り
、「
意

を
決
し
て
自
ら
納
豆
作
り
を
始

め
た
」（
小
松
さ
ん
）
と
い
う
。

　

当
初
は
「
失
敗
ば
か
り
で
納

得
の
い
く
仕
上
が
り
で
は
な
か

っ
た
」
も
の
の
、
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
た
結
果
、
現
在
は
味

が
良
く
糸
引
き
も
良
い
満
足
な

仕
上
が
り
に
。Ｇ
Ｓ
Ｋ
の
創
業

　

年
を
節
目
に
「
何
か
社
会
に

貢
献
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
事
業
化
。
専
用
の
工
場
を
設

け
、
冷
凍
さ
れ
て
い
な
い
納
豆

を
日
本
並
み
の
価
格
で
提
供
す

る
体
制
を
整
え
る
。

　

特
徴
は
社
長
こ
だ
わ
り
の
製

法
の
ほ
か
、
実
用
新
案
登
録
済

み
の
納
豆
専
用
ト
レ
ー
を
採
用

し
て
い
る
こ
と
。
ふ
た
は
接
着

剤
が
不
要
で
、
フ
ィ
ル
ム
も
使

用
し
な
い
環
境
に
優
し
い
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
し
た
。
原
料
は
今
後

も
地
産
地
消
を
維
持
し
て
い
く

と
し
て
お
り
、
チ
ェ
ン
マ
イ
の

契
約
農
場
で
の
大
豆
栽
培
も
計

画
中
。
６
月
に
は
バ
ン
コ
ク
市

内
の
主
要
日
系
ス
ー
パ
ー
で
の

販
売
開
始
も
予
定
す
る
。

　
「
社
長
と
い
え
ど
も
日
本
の

３
倍
も
す
る
輸
入
納
豆
は
購
入

を
た
め
ら
う
。
お
い
し
い
納
豆

を
手
頃
な
価
格
で
提
供
す
る
こ

と
で
皆
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
利
益
は
考
え
な
い
」
と
小

松
社
長
。「
日
本
人
だ
け
で
な

く
タ
イ
の
方
に
も
納
豆
の
お
い

し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
し
、
本

業
で
進
出
し
て
い
る
拠
点
を
足

掛
か
り
に
将
来
は
各
地
で
生
産

し
、
納
豆
文
化
を
ア
ジ
ア
各
地

に
広
め
た
い
」
と
熱
く
語
っ
て

い
る
。

　

バ
ン
コ
ク
経
済
新
聞
電
子
版

　
　
（
２
０
１
５
年
３
月
４
日
）

近況
報告

20

20

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き
）

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
に
驚
く

【
Ｃ
コ
ー
ス
】

・
今
ま
で
農
学
部
と
い
う

の
は
農
業
を
学
ぶ
と
こ
ろ

だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
実

際
は
自
然
や
生
命
の
こ
と

な
ど
幅
広
い
こ
と
を
学
べ

る
と
知
っ
た
。
講
義
の
中

で
一
番
印
象
に
残
っ
た
の

は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
話
だ
。

シ
カ
に
よ
っ
て
山
の
緑
が

ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
た
り
、

何
十
年
後
に
は
こ
の
近
く

の
山
の
木
は
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
聞
い
て
驚
い
た
。

こ
の
シ
カ
を
捕
ま
え
る
た

め
の
視
覚
刺
激
と
い
う
も

の
に
興
味
を
持
っ
た
。

【
Ｅ
コ
ー
ス
】

・
サ
ヤ
ミ
先
生
の
ネ
パ
ー

ル
語
の
授
業
で
は
、
今
の

自
分
の
語
学
の
学
習
に
も

つ
な
げ
ら
れ
そ
う
な
こ
と

を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
訓
練
生
と

の
交
流
を
通
じ
て
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
存
在
が
よ
り
身
近

Ｃ
コ
ー
ス
牧
場
見
学

　

一
昨
年
（
２
０
１
３
）の

４
月
、
現
在
の
大
阪
大
学

特
任
教
授
の
他
に
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
学
士
院
か
ら

FiD
iPro 

（Finland

　

 　

D
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Professor

）

と
い
う
肩
書
を
い
た
だ
い

た
。
こ
の
た
め
、
阪
大
と

併
任
の
形
で
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
ト
ゥ
ル
ク
大
学
に
年

に
３
ヶ
月
ぐ
ら
い
滞
在
し
、

大
学
院
生
の
指
導
に
関
わ

る
と
と
も
に
一
部
の
講
義

を
担
当
し
て
い
る
。

　

私
が
居
る
研
究
室
は
、

免
疫
の
研
究
で
そ
の
名
が

知
ら
れ
る
女
性
研
究
者
の

Sirpa Jalkanen

教
授
が

主
宰
す
る
。
彼
女
と
共
同

研
究
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

５
年
間
の
契
約
で
彼
女
の

研
究
室
に
招
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
幸
い
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
学
士
院
か
ら
は

私
の
給
料
と
研
究
員
の
た

め
の
人
件
費
と
研
究
費
が

出
る
。
そ
こ
で
、
昨
年
の

７
月
か
ら
阪
大
の
私
の
研

究
室
で
博
士
号
の
仕
事
を

し
た
人
を
ポ
ス
ド
ク
研
究

員
と
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
ラ
ボ
に
招
き
、
新
し
い

研
究
が
少
し
ず
つ
進
み
だ

し
て
い
る
。

一
番
の
違
い
は
仕
事
時
間

　

こ
こ
約
２
年
半
の
間
、

日
本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

間
を
足
繁
く
往
復
す
る
間

に
、
日
本
の
大
学
と
の
違

い
に
何
と
な
く
気
付
き
始

め
て
い
る
。
こ
こ
に
そ
れ

を
書
い
て
み
る
。

　

ま
ず
、
一
番
の
違
い
は

仕
事
時
間
で
あ
る
。
彼
ら

は
早
い
人
は
朝
７
時
過
ぎ

に
は
仕
事
を
始
め
て
い
る
。

そ
の
代
わ
り
帰
る
の
も
早

く
、
早
い
人
は
４
時
、
遅

い
人
で
も
５
時
過
ぎ
に
は

帰
宅
を
す
る
。
一
日
８
時

間
以
上
仕
事
を
す
る
人
が

殆
ど
居
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

彼
ら
は
こ
の
仕
事
時
間
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
人
に
劣
ら
な
い
だ
け

の
成
果
を
あ
げ
る
。
研
究

面
で
は
、
し
っ
か
り
と
良

い
論
文
を
書
い
て
、
論
文

の
数
も
日
本
人
研
究
者
と

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。

　

ど
う
し
て
そ
れ
が
出
来

る
の
か
と
い
う
と
、
自
宅

に
は
然
る
べ
き
仕
事
ス
ペ

ー
ス
と
ネ
ッ
ト
環
境
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。
大
学
で

は
必
要
な
実
験
だ
け
を
行

い
、
出
た
デ
ー
タ
は
す
ぐ

に
解
析
を
し
て
、
論
文
の

原
稿
を
書
き
始
め
る
。

　

そ
し
て
余
暇
を
見
つ
け

て
し
っ
か
り
と
休
む
。
す

べ
て
に
無
駄
が
な
く
、
学

ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
。

質
素
な
身
な
り

　
　

よ
く
勉
強
す
る
学
生

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
学
生

は
、
日
本
と
比
べ
て
ず
っ

と
よ
く
勉
強
を
す
る
。
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
義
務

教
育（
９
年
間
）お
よ
び
、

そ
の
後
の
高
校
、
大
学
ま

で
も
が
授
業
料
は
無
料
で

あ
る
。
日
本
と
は
異
な
り
、

本
当
に
勉
強
を
し
た
い
人

が
大
学
や
大
学
院
に
進
学

す
る
。
従
っ
て
、
彼
ら
が

真
面
目
に
勉
強
を
す
る
の

は
当
然
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
学
生
は
男
女
を
問
わ

ず
質
素
な
身
な
り
で
、
日

本
の
よ
う
に
ブ
ラ
ン
ド
物

の
バ
ッ
グ
や
装
身
具
を
身

に
つ
け
る
学
生
は
ま
ず
見

か
け
る
こ
と
は
な
い
。
多

く
の
学
生
が
バ
イ
ト
を
し

て
、
生
活
の
す
べ
て
が
親

が
か
り
と
い
う
人
は
少
な

い
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
欧
州

連
合（
Ｅ
Ｕ
）の
一
員
で
あ

り
、
テ
レ
ビ
で
は
英
語
の

番
組
が
普
通
に
流
れ
、
小

学
校
で
は
３
年
生
ぐ
ら
い

か
ら
英
語
を
習
い
始
め
る
。

街
で
は
多
く
の
人
が
英
語

を
話
す
。
大
学
で
は
英
語

の
講
義
も
多
く
あ
り
、
私

も
講
義
を
す
る
時
は
英
語

で
あ
る
。
学
生
に
と
っ
て

は
英
語
が
自
由
に
使
え
る

こ
と
が
普
通
で
あ
る
。

効
率
と
正
確
さ
を
好
み

シ
ャ
イ
な
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人

　

日
本
と
良
く
似
て
い
る

の
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人

も
効
率
と
正
確
さ
を
好
む

こ
と
で
あ
る
。
仕
事
が
手

早
く
、
出
来
る
こ
と
は
そ

の
場
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
。

時
間
は
正
確
で
、
公
共
の

乗
り
物
は
本
当
に
時
間
通

り
に
動
い
て
い
る
。
人
々

は
き
れ
い
好
き
で
、
街
並

み
は
こ
ぎ
れ
い
で
あ
る
。

治
安
も
非
常
に
良
い
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
は
一

般
に
シ
ャ
イ
で
あ
る
。
朴

訥
と
い
う
感
じ
の
人
が
多

く
、
無
駄
な
こ
と
は
話
さ

な
い
。
冗
談
の
よ
う
な
話

だ
が
、
一
説
に
は
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
人
は
直
接
顔
を
合

わ
せ
て
話
を
す
る
の
が
あ

ま
り
得
意
で
な
い
の
で
、

余
計
に
携
帯
電
話
の
普
及

が
早
ま
っ
た
と
い
う
（
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
か
つ
て

携
帯
電
話
の
分
野
で
世
界

首
位
の
シ
ェ
ア
を
持
っ
て

い
た
Ｉ
Ｔ
企
業
ノ
キ
ア
が

あ
り
、
実
際
は
そ
の
た
め

に
世
界
で
最
も
早
く
携
帯

電
話
が
普
及
し
た
）。

　

国
民
性
は
お
だ
や
か
で
、

と
て
も
親
切
で
あ
る
。
何

か
困
っ
て
い
る
と
そ
れ
と

な
く
声
を
か
け
て
く
れ
、

優
し
く
教
え
て
く
れ
る
。

と
て
も
住
み
や
す
い
国
で

あ
る
。
以
上
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
に
つ
い
て
の
雑
感
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
（
２
０
１
５
年　

月
記
）

ト
ゥ
ル
ク
の
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

大
聖
堂
。　

世
紀
終
わ
り
頃
に
建
て

ら
れ
、
そ
の
後
何
度
も
改
修
を
重
ね

て
今
の
姿
と
な
る
。

フィンランドの大学から 64 期　宮坂昌之
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68 期　小松　進

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
う
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も

９
割
近
い
生
徒
が
満
足
し

た
と
答
え
て
お
り
、
刺
激

を
う
け
る
一
日
と
な
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
１

年
生
は
今
回
の
経
験
を
よ

り
深
め
て
今
年
度
下
半
期

の
課
題
研
究
、
来
年
度
２

年
次
で
の
１
泊
２
日
の
県

外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

４
泊
５
日
の
台
湾
研
修
旅

行
や
本
格
的
な
課
題
研
究

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
は
、
今
後
も
関

係
各
所
の
ご
協
力
を
得
て
、

１
年
生
が
継
続
し
て
実
施

し
て
ゆ
く
予
定
で
あ
る
。

　

い
つ
も
会
報
送
っ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
さ
て
、
私
の
近
況
で

す
が
、
納
豆
の
製
造
販
売
を
タ

イ
の
バ
ン
コ
ク
で
始
め
ま
し
た
。

納
豆
作
り
と
い
う
老
後
の
趣
味

が
、
皆
に
背
中
を
押
さ
れ
日
系

ス
ー
パ
ー
で
販
売
す
る
こ
と
に

な
り
、
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て

お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
で
は
国
産

輸
入
冷
凍
納
豆
が
、
日
本
の
３

倍
の
価
格
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

私
の
納
豆
の
名
前
は
「
社
長

さ
ん
の
納
豆
」
で
す
。
こ
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
は
、
社
長
さ
ん
で
も

値
が
高
く
て
手
が
出
な
い
日
本

の
輸
入
冷
凍
納
豆
、
社
長
さ
ん

は
本
業
が
あ
る
か
ら
納
豆
で
は

も
う
か
ら
な
い
、
社
長
さ
ん
自

ら
試
作
を
続
け
た
こ
だ
わ
り
の

糸
引
・
味
、
か
ら
名
付
け
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
納
豆
が
人
気

を
呼
び
、
本
業
（
電
子
部
品
商

社
）
は
今
年
創
立　

周
年
で
す

が
、
今
ま
で
に
新
聞
社
な
ん
て

取
材
に
来
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
納
豆
は
本
格
発

売
前
か
ら
、
日
本
の
業
界
紙
新

聞
に
載
る
、Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
国
際
版

に
載
る
、
日
本
語
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

で
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
と
の

対
談
に
出
る
な
ど
、
大
変
注
目

を
浴
び
て
い
ま
す
。
当
地
の
新

聞
に
私
の
納
豆
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
お
読
み
く
だ
さ

い
。
こ
れ
は
日
系
ス
ー
パ
ー
で

発
売
開
始
前
の
記
事
で
す
が
、

現
在
は
発
売
３
ケ
月
で
ト
ッ
プ

ブ
ラ
ン
ド
の
売
れ
行
き
と
な
っ

て
い
ま
す
。

納
豆
好
き
社
長

 

タ
イ
で「
社
長
さ
ん
の
納
豆
」

　
　
　
　
　
　
　

製
造
開
始

　

ア
ジ
ア
８
ケ
国
で
電
子
部
品

の
販
売
会
社
を
展
開
す
る
Ｇ
Ｓ

Ｋ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
グ
ル

ー
プ
傘
下
の
食
品
会
社
「
小
松

フ
ー
ズ
」
が
現
在
、
原
料
に
タ

イ
産
大
豆
を
使
用
し
た
納
豆

「
社
長
さ
ん
の
納
豆
」
の
生
産

に
乗
り
出
し
、
バ
ン
コ
ク
市
内

の
日
系
レ
ス
ト
ラ
ン
を
中
心
に

販
売
し
て
い
る
。

　

同
グ
ル
ー
プ
社
長
で
納
豆
好

き
を
自
認
す
る
小
松
進
社
長
が

納
豆
作
り
を
始
め
た
の
が
２
０

１
３
年
７
月
。
そ
れ
ま
で
は
近

所
の
日
系
ス
ー
パ
ー
で
納
豆
を

購
入
し
て
い
た
が
、
そ
の
店
舗

が
移
転
し
た
た
め
に
、
近
所
で

の
入
手
が
困
難
に
な
り
、「
意

を
決
し
て
自
ら
納
豆
作
り
を
始

め
た
」（
小
松
さ
ん
）
と
い
う
。

　

当
初
は
「
失
敗
ば
か
り
で
納

得
の
い
く
仕
上
が
り
で
は
な
か

っ
た
」
も
の
の
、
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
た
結
果
、
現
在
は
味

が
良
く
糸
引
き
も
良
い
満
足
な

仕
上
が
り
に
。Ｇ
Ｓ
Ｋ
の
創
業

　

年
を
節
目
に
「
何
か
社
会
に

貢
献
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
事
業
化
。
専
用
の
工
場
を
設

け
、
冷
凍
さ
れ
て
い
な
い
納
豆

を
日
本
並
み
の
価
格
で
提
供
す

る
体
制
を
整
え
る
。

　

特
徴
は
社
長
こ
だ
わ
り
の
製

法
の
ほ
か
、
実
用
新
案
登
録
済

み
の
納
豆
専
用
ト
レ
ー
を
採
用

し
て
い
る
こ
と
。
ふ
た
は
接
着

剤
が
不
要
で
、
フ
ィ
ル
ム
も
使

用
し
な
い
環
境
に
優
し
い
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
し
た
。
原
料
は
今
後

も
地
産
地
消
を
維
持
し
て
い
く

と
し
て
お
り
、
チ
ェ
ン
マ
イ
の

契
約
農
場
で
の
大
豆
栽
培
も
計

画
中
。
６
月
に
は
バ
ン
コ
ク
市

内
の
主
要
日
系
ス
ー
パ
ー
で
の

販
売
開
始
も
予
定
す
る
。

　
「
社
長
と
い
え
ど
も
日
本
の

３
倍
も
す
る
輸
入
納
豆
は
購
入

を
た
め
ら
う
。
お
い
し
い
納
豆

を
手
頃
な
価
格
で
提
供
す
る
こ

と
で
皆
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
利
益
は
考
え
な
い
」
と
小

松
社
長
。「
日
本
人
だ
け
で
な

く
タ
イ
の
方
に
も
納
豆
の
お
い

し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
し
、
本

業
で
進
出
し
て
い
る
拠
点
を
足

掛
か
り
に
将
来
は
各
地
で
生
産

し
、
納
豆
文
化
を
ア
ジ
ア
各
地

に
広
め
た
い
」
と
熱
く
語
っ
て

い
る
。

　

バ
ン
コ
ク
経
済
新
聞
電
子
版

　
　
（
２
０
１
５
年
３
月
４
日
）

近況
報告

20

20

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き
）

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
に
驚
く

【
Ｃ
コ
ー
ス
】

・
今
ま
で
農
学
部
と
い
う

の
は
農
業
を
学
ぶ
と
こ
ろ

だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
実

際
は
自
然
や
生
命
の
こ
と

な
ど
幅
広
い
こ
と
を
学
べ

る
と
知
っ
た
。
講
義
の
中

で
一
番
印
象
に
残
っ
た
の

は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
話
だ
。

シ
カ
に
よ
っ
て
山
の
緑
が

ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
た
り
、

何
十
年
後
に
は
こ
の
近
く

の
山
の
木
は
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
聞
い
て
驚
い
た
。

こ
の
シ
カ
を
捕
ま
え
る
た

め
の
視
覚
刺
激
と
い
う
も

の
に
興
味
を
持
っ
た
。

【
Ｄ
コ
ー
ス
】

・
サ
ヤ
ミ
先
生
の
ネ
パ
ー

ル
語
の
授
業
で
は
、
今
の

自
分
の
語
学
の
学
習
に
も

つ
な
げ
ら
れ
そ
う
な
こ
と

を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
訓
練
生
と

の
交
流
を
通
じ
て
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
存
在
が
よ
り
身
近

Ｃ
コ
ー
ス
牧
場
見
学

　

一
昨
年
（
２
０
１
３
）の

４
月
、
現
在
の
大
阪
大
学

特
任
教
授
の
他
に
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
学
士
院
か
ら

FiD
iPro 
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と
い
う
肩
書
を
い
た
だ
い

た
。
こ
の
た
め
、
阪
大
と

併
任
の
形
で
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
ト
ゥ
ル
ク
大
学
に
年

に
３
ヶ
月
ぐ
ら
い
滞
在
し
、

大
学
院
生
の
指
導
に
関
わ

る
と
と
も
に
一
部
の
講
義

を
担
当
し
て
い
る
。

　

私
が
居
る
研
究
室
は
、

免
疫
の
研
究
で
そ
の
名
が

知
ら
れ
る
女
性
研
究
者
の

Sirpa Jalkanen

教
授
が

主
宰
す
る
。
彼
女
と
共
同

研
究
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

５
年
間
の
契
約
で
彼
女
の

研
究
室
に
招
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
幸
い
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
学
士
院
か
ら
は

私
の
給
料
と
研
究
員
の
た

め
の
人
件
費
と
研
究
費
が

出
る
。
そ
こ
で
、
昨
年
の

７
月
か
ら
阪
大
の
私
の
研

究
室
で
博
士
号
の
仕
事
を

し
た
人
を
ポ
ス
ド
ク
研
究

員
と
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
ラ
ボ
に
招
き
、
新
し
い

研
究
が
少
し
ず
つ
進
み
だ

し
て
い
る
。

一
番
の
違
い
は
仕
事
時
間

　

こ
こ
約
２
年
半
の
間
、

日
本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

間
を
足
繁
く
往
復
す
る
間

に
、
日
本
の
大
学
と
の
違

い
に
何
と
な
く
気
付
き
始

め
て
い
る
。
こ
こ
に
そ
れ

を
書
い
て
み
る
。

　

ま
ず
、
一
番
の
違
い
は

仕
事
時
間
で
あ
る
。
彼
ら

は
早
い
人
は
朝
７
時
過
ぎ

に
は
仕
事
を
始
め
て
い
る
。

そ
の
代
わ
り
帰
る
の
も
早

く
、
早
い
人
は
４
時
、
遅

い
人
で
も
５
時
過
ぎ
に
は

帰
宅
を
す
る
。
一
日
８
時

間
以
上
仕
事
を
す
る
人
が

殆
ど
居
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

彼
ら
は
こ
の
仕
事
時
間
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
人
に
劣
ら
な
い
だ
け

の
成
果
を
あ
げ
る
。
研
究

面
で
は
、
し
っ
か
り
と
良

い
論
文
を
書
い
て
、
論
文

の
数
も
日
本
人
研
究
者
と

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。

　

ど
う
し
て
そ
れ
が
出
来

る
の
か
と
い
う
と
、
自
宅

に
は
然
る
べ
き
仕
事
ス
ペ

ー
ス
と
ネ
ッ
ト
環
境
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。
大
学
で

は
必
要
な
実
験
だ
け
を
行

い
、
出
た
デ
ー
タ
は
す
ぐ

に
解
析
を
し
て
、
論
文
の

原
稿
を
書
き
始
め
る
。

　

そ
し
て
余
暇
を
見
つ
け

て
し
っ
か
り
と
休
む
。
す

べ
て
に
無
駄
が
な
く
、
学

ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
。

質
素
な
身
な
り

　
　

よ
く
勉
強
す
る
学
生

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
学
生

は
、
日
本
と
比
べ
て
ず
っ

と
よ
く
勉
強
を
す
る
。
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
義
務

教
育（
９
年
間
）お
よ
び
、

そ
の
後
の
高
校
、
大
学
ま

で
も
が
授
業
料
は
無
料
で

あ
る
。
日
本
と
は
異
な
り
、

本
当
に
勉
強
を
し
た
い
人

が
大
学
や
大
学
院
に
進
学

す
る
。
従
っ
て
、
彼
ら
が

真
面
目
に
勉
強
を
す
る
の

は
当
然
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
学
生
は
男
女
を
問
わ

ず
質
素
な
身
な
り
で
、
日

本
の
よ
う
に
ブ
ラ
ン
ド
物

の
バ
ッ
グ
や
装
身
具
を
身

に
つ
け
る
学
生
は
ま
ず
見

か
け
る
こ
と
は
な
い
。
多

く
の
学
生
が
バ
イ
ト
を
し

て
、
生
活
の
す
べ
て
が
親

が
か
り
と
い
う
人
は
少
な

い
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
欧
州

連
合（
Ｅ
Ｕ
）の
一
員
で
あ

り
、
テ
レ
ビ
で
は
英
語
の

番
組
が
普
通
に
流
れ
、
小

学
校
で
は
３
年
生
ぐ
ら
い

か
ら
英
語
を
習
い
始
め
る
。

街
で
は
多
く
の
人
が
英
語

を
話
す
。
大
学
で
は
英
語

の
講
義
も
多
く
あ
り
、
私

も
講
義
を
す
る
時
は
英
語

で
あ
る
。
学
生
に
と
っ
て

は
英
語
が
自
由
に
使
え
る

こ
と
が
普
通
で
あ
る
。

効
率
と
正
確
さ
を
好
み

シ
ャ
イ
な
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人

　

日
本
と
良
く
似
て
い
る

の
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人

も
効
率
と
正
確
さ
を
好
む

こ
と
で
あ
る
。
仕
事
が
手

早
く
、
出
来
る
こ
と
は
そ

の
場
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
。

時
間
は
正
確
で
、
公
共
の

乗
り
物
は
本
当
に
時
間
通

り
に
動
い
て
い
る
。
人
々

は
き
れ
い
好
き
で
、
街
並

み
は
こ
ぎ
れ
い
で
あ
る
。

治
安
も
非
常
に
良
い
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
は
一

般
に
シ
ャ
イ
で
あ
る
。
朴

訥
と
い
う
感
じ
の
人
が
多

く
、
無
駄
な
こ
と
は
話
さ

な
い
。
冗
談
の
よ
う
な
話

だ
が
、
一
説
に
は
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
人
は
直
接
顔
を
合

わ
せ
て
話
を
す
る
の
が
あ

ま
り
得
意
で
な
い
の
で
、

余
計
に
携
帯
電
話
の
普
及

が
早
ま
っ
た
と
い
う
（
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
か
つ
て

携
帯
電
話
の
分
野
で
世
界

首
位
の
シ
ェ
ア
を
持
っ
て

い
た
Ｉ
Ｔ
企
業
ノ
キ
ア
が

あ
り
、
実
際
は
そ
の
た
め

に
世
界
で
最
も
早
く
携
帯

電
話
が
普
及
し
た
）。

　

国
民
性
は
お
だ
や
か
で
、

と
て
も
親
切
で
あ
る
。
何

か
困
っ
て
い
る
と
そ
れ
と

な
く
声
を
か
け
て
く
れ
、

優
し
く
教
え
て
く
れ
る
。

と
て
も
住
み
や
す
い
国
で

あ
る
。
以
上
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
に
つ
い
て
の
雑
感
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
（
２
０
１
５
年　

月
記
）

ト
ゥ
ル
ク
の
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

大
聖
堂
。　

世
紀
終
わ
り
頃
に
建
て

ら
れ
、
そ
の
後
何
度
も
改
修
を
重
ね

て
今
の
姿
と
な
る
。

フィンランドの大学から 64 期　宮坂昌之
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期
有
志　

名
に
よ
り
、

「
奈
良
の
旅
」
が　

月　

日

〜　

日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

年
前
の
修
学
旅
行

（
１
９
６
８
年
）を
な
ぞ
り
、

東
大
寺
、
興
福
寺
、
猿
沢

の
池
、な
ら
ま
ち
、法
隆
寺
、

薬
師
寺
、
唐
招
提
寺
、
明

日
香
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
雨
模
様
で
し
た

が
、
大
仏
殿
か
ら
奈
良
公

園
を
横
切
り
興
福
寺
辺
り

を
散
策
。
二
日
目
、
法
隆

寺
は
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明

で
国
宝
の
数
々
を
堪
能
。

旧
北
畠
邸
の
布
穀
薗
で
昼

食
。
三
日
目
は
明
日
香
に

て
秋
晴
れ
の
中
、
久
し
ぶ

り
自
転
車
に
乗
り
、
高
松

塚
古
墳
、
亀
石
、
石
舞
台
、

橘
寺
、
甘
樫
の
丘
な
ど
を

颯
爽
と
駆
け
巡
り
、
柿
の

葉
寿
司
に
舌
鼓
。

　

古
き
日
本
の

歴
史
と
自
然
の

調
和
を
体
感
し

た
二
泊
三
日
で

し
た
。
両
日
と

も
夜
は
宴
会
で

論
談
に
ふ
け
り

ま
し
た
。
駆
け

足
で
の
奈
良
観

光
で
し
た
が
、

一
同
、
高
校
の

昔
に
戻
り
、
懇

親
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
、
再

開
を
約
し
散
会

し
ま
し
た
、
次

回
の
幹
事
に
よ

る
企
画
を
待
望

し
て
い
ま
す
。

（
清
水
記
）

近
鉄
奈
良
駅
前
「
風
神
」
に
て
懇
親
会

修
学
旅
行
で
宿
泊
し
た

吉
田
屋
の
前
で

興
福
寺
を
バ
ッ
ク
に

幸村公の銅像と筆者

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き
）

真
田
幸
村
終
焉
の
地

　

い
よ
い
よ
真
田
幸
村
終

焉
の
地
と
言
わ
れ
る
安
居

神
社
で
す
。
境
内
に
建
て

ら
れ
た
銅
像
と
石
碑
の
前

に
は
、
六
文
銭
と
い
う
名

前
の
お
酒
も
お
供
え
し
て

あ
り
ま
し
た
。
お
参
り
を

し
、
銅
像
を
撫
で
、
真
田

松
を
見
て
、
幸
村
公
の
一

生
を
想
い
、
感
無
量
。

　

そ
の
後
は
、
少
し
離
れ

た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
一
心

寺
と
い
う
、
骨
佛
で
有
名

な
大
き
な
お
寺
へ
。
私
の

父
方
の
曽
祖
父
の
お
骨
も

こ
ち
ら
の
お
寺
で
骨
佛
と

し
て
祀
ら
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
今
回
参
加
さ
れ
た

方
の
中
に
も
ご
親
族
が
同

じ
仏
像
に
な
っ
て
い
る
方

が
お
ら
れ
、
ご
縁
を
感
じ

ま
し
た
。
一
心
寺
は
茶
臼

山
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、

大
坂
夏
の
陣
で
幸
村
が
追

い
詰
め
た
家
康
が
命
拾
い

し
た
と
言
わ
れ
る
霧
降
の

松
や
、
討
ち
死
に
し
た
本

多
忠
朝
の
お
墓
も
あ
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
冬
の
陣
で
は

家
康
が
、
夏
の
陣
で
は
幸

村
が
陣
を
張
っ
た
茶
臼
山

に
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
さ
ん
に
お
礼
を
言
っ

て
お
別
れ
し
、
駅
ま
で
の

途
中
、
こ
れ
ま
た
真
田
関

連
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
賑
わ
い
を
見
せ
る
天
王

寺
公
園
に
て
解
散
と
な
り

ま
し
た
。

　

大
河
ド
ラ
マ
・
真
田
丸

に
先
駆
け
、
大
阪
に
あ
る

真
田
幸
村
公
ゆ
か
り
の
地

参
加
者
は
次
の
通
り

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

上
田
よ
り
、

飯
島
康
典
、
金
井
俊
樹
、

沓
掛
重
憲
、
佐
藤
友
秋
、

中
村
和
俊
、
中
村
教
司
。

東
京
よ
り
、

石
田
清
典
、
小
林
猛
、

小
松
宗
剛
、
坂
口
公
一
、

67

16
11

14

16
47

藤
巻（
旧
姓
古
市
）敬
子
、

水
島（
旧
姓
唐
沢
）良
子
。

関
西
か
ら
は
、

金
澤
信
男
、
久
保
亜
弓
、

清
水
正
博
、
松
生
文
子
。

▲

 

大
坂
の
陣
四
〇
〇
年
・
真
田
丸
関
連
史
跡
を
め
ぐ
る

真
田
一
族
の
大
フ
ァ
ン
の
私

　

私
は
、
幸
村
公
の
兄
・

信
之
公
が
好
き
で
す
。
そ

の
た
め
母
が
、
そ
の
信
之

公
ゆ
か
り
の
上
田
藩
の
屋

敷
門
が
残
る
上
田
高
校
の

出
身
と
い
う
こ
と
を
、
羨

ま
し
く
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。
私
自
身
は
、
奈
良
県

在
住
、中
学
・
高
校
は
大
阪
、

大
学
は
京
都
と
い
う
関
西

生
ま
れ
の
関
西
育
ち
。
今

回
の
文
化
交
流
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

信
州
が
、
上
田
が
、
大
好

き
で
、
真
田
一
族
の
大
フ

ァ
ン
だ
か
ら
で
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
、
母
や

母
方
の
親
戚
に「
六
文
銭
」

や
「
赤
備
え
」、
真
田
昌

幸
・
幸
村
父
子
の
名
前
を

聞
い
て
知
っ
て
は
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
ま
だ
歴
史

に
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ

た
子
供
の
こ
ろ
は
、
野
沢

菜
や
お
や
き
、
お
蕎
麦
と

い
っ
た
、『
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
行

け
ば
食
べ
ら
れ
る
』
食
べ

物
や
気
候
風
土
が
好
き
で
、

長
野
県
を
好
き
に
な
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

実
際
に
歴
史
的
な
価
値

を
理
解
し
て
、
上
田
城
跡

公
園
や
上
田
高
校
に
あ
る

屋
敷
門
を
見
に
、
ひ
と
り

で
上
田
市
を
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
最
近
で
、

き
っ
か
け
は
池
波
正
太
郎

先
生
の
「
真
田
太
平
記
」

で
し
た
。
池
波
先
生
の
描

く
真
田
幸
村
公
の
最
期
は

も
ち
ろ
ん
安
居
神
社
。
私

の
家
か
ら
は
電
車
で
１
時

間
も
か
け
ず
に
行
け
る
天

王
寺
区
は
、
真
田
ゆ
か
り

の
地
、
真
田
ゆ
か
り
の
寺

社
の
あ
る
と
こ
ろ
。
こ
れ

は
是
非
訪
れ
な
け
れ
ば
！

と
意
気
込
ん
で
い
た
と
こ

ろ
に
、
母
の
元
へ
文
化
交

流
会
の
知
ら
せ
が
届
き
、

母
も
私
と
同
様
、
以
前
か

ら
真
田
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ

り
を
し
た
い
と
話
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
母
娘
で
念

願
が
叶
い
ま
し
た
。

大
阪
城
を
知
る

　

天
候
に
恵
ま
れ
た　

月

　

日
当
日
、
大
阪
城
大
手

門
前
に　

名
が
集
合
。
目

印
は
も
ち
ろ
ん
、
六
文
銭

の
赤
い
旗
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
に
案

内
し
て
い
た
だ
き
城
内
へ
。

私
自
身
は
実
際
に
訪
れ
る

の
は
四
度
目
で
す
が
、
そ

れ
は
ま
だ
上
田
の
歴
史
を

知
る
前
の
こ
と
。
ガ
イ
ド

さ
ん
の
説
明
を
伺
い
な
が

ら
歩
く
大
阪
城
内
は
、
新

鮮
で
し
た
。

　

解
説
が
な
け
れ
ば
知
ら

ず
に
見
過
ご
し
て
し
ま
う

石
垣
の
年
代
の
違
い
、
刻

印
、
門
の
柱
の
珍
し
い
継

ぎ
方
、
多
聞
櫓
、
千
両
櫓

の
名
前
の
由
来
、
有
名
な

蛸
石
を
は
じ
め
と
す
る
巨

石
の
数
々
、
そ
の
大
き
な

石
を
ど
う
や
っ
て
運
ん
だ

り
切
っ
た
り
し
た
か
、
な

ど
な
ど
興
味
深
い
お
話
を

た
く
さ
ん
お
聞
き
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
夏
の

陣
で
戦
死
し
た
真
田
大
助

の
祠
が
残
る
山
里
丸
は
見

る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
で

し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

さ
ん
と
お
別
れ
し
て
、
展

示
資
料
館
に
も
な
っ
て
い

る
城
内
へ
。
ま
ず
は
天
守

閣
廻
縁
の
展
望
台
か
ら
眺

望
を
楽
し
み
ま
し
た
。
見

学
時
間　

分
で
は
展
示
物

を
見
る
に
は
時
間
が
足
り

ず
、
そ
こ
は
ま
た
ぜ
ひ
後

日
ゆ
っ
く
り
回
ろ
う
と
思

い
つ
つ
天
守
下
の
集
合
場

所
へ
。
大
阪
城
・
上
田
城

友
好
城
郭
提
携
の
記
念
碑

記
念
近
く
で
集
合
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。

　

天
守
の
前
で
は
、
幸
村

公
が
モ
チ
ー
フ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
い
た
り
、
六
文

銭
を
施
し
た
グ
ッ
ズ
が
売

ら
れ
、
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
大
河
ド

ラ
マ
が
始
ま
っ
た
ら
上
田

も
大
阪
も
大
い
に
賑
わ
う

こ
と
で
し
ょ
う
。

真
田
丸
跡
を
歩
く

　

大
阪
城
か
ら
タ
ク
シ
ー

で
環
状
線
の
玉
造
駅
前
に

移
動
。
近
く
の「
す
し
半
」

で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

こ
こ
一
帯
は
大
阪
城
の
南

惣
構
え
の
空
堀
が
あ
っ
た

所
で
す
。
午
後
か
ら
は
天

家
族
会
員　

松
本
萌
花

文化
交流会

王
寺
区
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
さ
ん

を
迎
え
て
、

天
王
寺
区
の

真
田
ゆ
か
り

の
地
を
案
内

し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

昼
食
の
時

に
会
長
さ
ん

に
配
っ
て
い

た
だ
い
た
地

形
図
を
見
な

が
ら
、
空
堀

通
り
か
ら
三

光
神
社
へ
。

幸
村
公
の
銅

大阪城で

10

31

30

像
と
、
抜
け
穴
跡
を
写
真

に
収
め
、
真
田
出
丸
の
名

残
を
感
じ
る
よ
う
な
高
低

差
の
あ
る
道
を
歩
き
、
次

に
訪
れ
た
の
は
心
眼
寺
。

真
田
出
丸
が
あ
っ
た
と
さ

れ
る
土
地
に
あ
る
こ
の
お

寺
は
、
大
坂
の
陣
の
後
、

真
田
幸
村
・
大
助
親
子
の

冥
福
を
願
っ
て
建
て
ら
れ

た
そ
う
で
す
。

　

真
田
出
丸
推
定
地
を
感

慨
深
く
見
な
が
ら
南
下
。

大
坂
冬
の
陣
・
夏
の
陣
で

の
激
戦
地
と
さ
れ
る
ど
ん

ど
ろ
大
師
辺
り
を
歩
き
、

幸
村
公
が
戦
勝
を
祈
願
し

た
言
い
伝
え
が
あ
る
鎌
八

幡
近
く
か
ら
再
び
タ
ク

シ
ー
に
乗
り
ま
し
た
。

18

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

を
満
喫
で

き
、
母
娘

で
皆
さ
ま

と
大
変
有

意
義
な
時

間
を
過
ご

す
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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期
有
志　

名
に
よ
り
、

「
奈
良
の
旅
」
が　

月　

日

〜　

日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

年
前
の
修
学
旅
行

（
１
９
６
８
年
）を
な
ぞ
り
、

東
大
寺
、
興
福
寺
、
猿
沢

の
池
、な
ら
ま
ち
、法
隆
寺
、

薬
師
寺
、
唐
招
提
寺
、
明

日
香
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
雨
模
様
で
し
た

が
、
大
仏
殿
か
ら
奈
良
公

園
を
横
切
り
興
福
寺
辺
り

を
散
策
。
二
日
目
、
法
隆

寺
は
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明

で
国
宝
の
数
々
を
堪
能
。

旧
北
畠
邸
の
布
穀
薗
で
昼

食
。
三
日
目
は
明
日
香
に

て
秋
晴
れ
の
中
、
久
し
ぶ

り
自
転
車
に
乗
り
、
高
松

塚
古
墳
、
亀
石
、
石
舞
台
、

橘
寺
、
甘
樫
の
丘
な
ど
を

颯
爽
と
駆
け
巡
り
、
柿
の

葉
寿
司
に
舌
鼓
。

　

古
き
日
本
の

歴
史
と
自
然
の

調
和
を
体
感
し

た
二
泊
三
日
で

し
た
。
両
日
と

も
夜
は
宴
会
で

論
談
に
ふ
け
り

ま
し
た
。
駆
け

足
で
の
奈
良
観

光
で
し
た
が
、

一
同
、
高
校
の

昔
に
戻
り
、
懇

親
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
、
再

開
を
約
し
散
会

し
ま
し
た
、
次

回
の
幹
事
に
よ

る
企
画
を
待
望

し
て
い
ま
す
。

（
清
水
記
）

近
鉄
奈
良
駅
前
「
風
神
」
に
て
懇
親
会

修
学
旅
行
で
宿
泊
し
た

吉
田
屋
の
前
で

興
福
寺
を
バ
ッ
ク
に

幸村公の銅像と筆者

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き
）

真
田
幸
村
終
焉
の
地

　

い
よ
い
よ
真
田
幸
村
終

焉
の
地
と
言
わ
れ
る
安
居

神
社
で
す
。
境
内
に
建
て

ら
れ
た
銅
像
と
石
碑
の
前

に
は
、
六
文
銭
と
い
う
名

前
の
お
酒
も
お
供
え
し
て

あ
り
ま
し
た
。
お
参
り
を

し
、
銅
像
を
撫
で
、
真
田

松
を
見
て
、
幸
村
公
の
一

生
を
想
い
、
感
無
量
。

　

そ
の
後
は
、
少
し
離
れ

た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
一
心

寺
と
い
う
、
骨
佛
で
有
名

な
大
き
な
お
寺
へ
。
私
の

父
方
の
曽
祖
父
の
お
骨
も

こ
ち
ら
の
お
寺
で
骨
佛
と

し
て
祀
ら
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
今
回
参
加
さ
れ
た

方
の
中
に
も
ご
親
族
が
同

じ
仏
像
に
な
っ
て
い
る
方

が
お
ら
れ
、
ご
縁
を
感
じ

ま
し
た
。
一
心
寺
は
茶
臼

山
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、

大
坂
夏
の
陣
で
幸
村
が
追

い
詰
め
た
家
康
が
命
拾
い

し
た
と
言
わ
れ
る
霧
降
の

松
や
、
討
ち
死
に
し
た
本

多
忠
朝
の
お
墓
も
あ
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
冬
の
陣
で
は

家
康
が
、
夏
の
陣
で
は
幸

村
が
陣
を
張
っ
た
茶
臼
山

に
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
さ
ん
に
お
礼
を
言
っ

て
お
別
れ
し
、
駅
ま
で
の

途
中
、
こ
れ
ま
た
真
田
関

連
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
賑
わ
い
を
見
せ
る
天
王

寺
公
園
に
て
解
散
と
な
り

ま
し
た
。

　

大
河
ド
ラ
マ
・
真
田
丸

に
先
駆
け
、
大
阪
に
あ
る

真
田
幸
村
公
ゆ
か
り
の
地

参
加
者
は
次
の
通
り

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

上
田
よ
り
、

飯
島
康
典
、
金
井
俊
樹
、

沓
掛
重
憲
、
佐
藤
友
秋
、

中
村
和
俊
、
中
村
教
司
。

東
京
よ
り
、

石
田
清
典
、
小
林
猛
、

小
松
宗
剛
、
坂
口
公
一
、

67

16
11

14

16
47

藤
巻（
旧
姓
古
市
）敬
子
、

水
島（
旧
姓
唐
沢
）良
子
。

関
西
か
ら
は
、

金
澤
信
男
、
久
保
亜
弓
、

清
水
正
博
、
松
生
文
子
。

▲

 

大
坂
の
陣
四
〇
〇
年
・
真
田
丸
関
連
史
跡
を
め
ぐ
る

真
田
一
族
の
大
フ
ァ
ン
の
私

　

私
は
、
幸
村
公
の
兄
・

信
之
公
が
好
き
で
す
。
そ

の
た
め
母
が
、
そ
の
信
之

公
ゆ
か
り
の
上
田
藩
の
屋

敷
門
が
残
る
上
田
高
校
の

出
身
と
い
う
こ
と
を
、
羨

ま
し
く
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。
私
自
身
は
、
奈
良
県

在
住
、中
学
・
高
校
は
大
阪
、

大
学
は
京
都
と
い
う
関
西

生
ま
れ
の
関
西
育
ち
。
今

回
の
文
化
交
流
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

信
州
が
、
上
田
が
、
大
好

き
で
、
真
田
一
族
の
大
フ

ァ
ン
だ
か
ら
で
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
、
母
や

母
方
の
親
戚
に「
六
文
銭
」

や
「
赤
備
え
」、
真
田
昌

幸
・
幸
村
父
子
の
名
前
を

聞
い
て
知
っ
て
は
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
ま
だ
歴
史

に
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ

た
子
供
の
こ
ろ
は
、
野
沢

菜
や
お
や
き
、
お
蕎
麦
と

い
っ
た
、『
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
行

け
ば
食
べ
ら
れ
る
』
食
べ

物
や
気
候
風
土
が
好
き
で
、

長
野
県
を
好
き
に
な
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

実
際
に
歴
史
的
な
価
値

を
理
解
し
て
、
上
田
城
跡

公
園
や
上
田
高
校
に
あ
る

屋
敷
門
を
見
に
、
ひ
と
り

で
上
田
市
を
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
最
近
で
、

き
っ
か
け
は
池
波
正
太
郎

先
生
の
「
真
田
太
平
記
」

で
し
た
。
池
波
先
生
の
描

く
真
田
幸
村
公
の
最
期
は

も
ち
ろ
ん
安
居
神
社
。
私

の
家
か
ら
は
電
車
で
１
時

間
も
か
け
ず
に
行
け
る
天

王
寺
区
は
、
真
田
ゆ
か
り

の
地
、
真
田
ゆ
か
り
の
寺

社
の
あ
る
と
こ
ろ
。
こ
れ

は
是
非
訪
れ
な
け
れ
ば
！

と
意
気
込
ん
で
い
た
と
こ

ろ
に
、
母
の
元
へ
文
化
交

流
会
の
知
ら
せ
が
届
き
、

母
も
私
と
同
様
、
以
前
か

ら
真
田
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ

り
を
し
た
い
と
話
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
母
娘
で
念

願
が
叶
い
ま
し
た
。

大
阪
城
を
知
る

　

天
候
に
恵
ま
れ
た　

月

　

日
当
日
、
大
阪
城
大
手

門
前
に　

名
が
集
合
。
目

印
は
も
ち
ろ
ん
、
六
文
銭

の
赤
い
旗
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
に
案

内
し
て
い
た
だ
き
城
内
へ
。

私
自
身
は
実
際
に
訪
れ
る

の
は
四
度
目
で
す
が
、
そ

れ
は
ま
だ
上
田
の
歴
史
を

知
る
前
の
こ
と
。
ガ
イ
ド

さ
ん
の
説
明
を
伺
い
な
が

ら
歩
く
大
阪
城
内
は
、
新

鮮
で
し
た
。

　

解
説
が
な
け
れ
ば
知
ら

ず
に
見
過
ご
し
て
し
ま
う

石
垣
の
年
代
の
違
い
、
刻

印
、
門
の
柱
の
珍
し
い
継

ぎ
方
、
多
聞
櫓
、
千
両
櫓

の
名
前
の
由
来
、
有
名
な

蛸
石
を
は
じ
め
と
す
る
巨

石
の
数
々
、
そ
の
大
き
な

石
を
ど
う
や
っ
て
運
ん
だ

り
切
っ
た
り
し
た
か
、
な

ど
な
ど
興
味
深
い
お
話
を

た
く
さ
ん
お
聞
き
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
夏
の

陣
で
戦
死
し
た
真
田
大
助

の
祠
が
残
る
山
里
丸
は
見

る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
で

し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

さ
ん
と
お
別
れ
し
て
、
展

示
資
料
館
に
も
な
っ
て
い

る
城
内
へ
。
ま
ず
は
天
守

閣
廻
縁
の
展
望
台
か
ら
眺

望
を
楽
し
み
ま
し
た
。
見

学
時
間　

分
で
は
展
示
物

を
見
る
に
は
時
間
が
足
り

ず
、
そ
こ
は
ま
た
ぜ
ひ
後

日
ゆ
っ
く
り
回
ろ
う
と
思

い
つ
つ
天
守
下
の
集
合
場

所
へ
。
大
阪
城
・
上
田
城

友
好
城
郭
提
携
の
記
念
碑

記
念
近
く
で
集
合
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。

　

天
守
の
前
で
は
、
幸
村

公
が
モ
チ
ー
フ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
い
た
り
、
六
文

銭
を
施
し
た
グ
ッ
ズ
が
売

ら
れ
、
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
大
河
ド

ラ
マ
が
始
ま
っ
た
ら
上
田

も
大
阪
も
大
い
に
賑
わ
う

こ
と
で
し
ょ
う
。

真
田
丸
跡
を
歩
く

　

大
阪
城
か
ら
タ
ク
シ
ー

で
環
状
線
の
玉
造
駅
前
に

移
動
。
近
く
の「
す
し
半
」

で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

こ
こ
一
帯
は
大
阪
城
の
南

惣
構
え
の
空
堀
が
あ
っ
た

所
で
す
。
午
後
か
ら
は
天

家
族
会
員　

松
本
萌
花

文化
交流会

王
寺
区
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
さ
ん

を
迎
え
て
、

天
王
寺
区
の

真
田
ゆ
か
り

の
地
を
案
内

し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

昼
食
の
時

に
会
長
さ
ん

に
配
っ
て
い

た
だ
い
た
地

形
図
を
見
な

が
ら
、
空
堀

通
り
か
ら
三

光
神
社
へ
。

幸
村
公
の
銅

大阪城で

10

31

30

像
と
、
抜
け
穴
跡
を
写
真

に
収
め
、
真
田
出
丸
の
名

残
を
感
じ
る
よ
う
な
高
低

差
の
あ
る
道
を
歩
き
、
次

に
訪
れ
た
の
は
心
眼
寺
。

真
田
出
丸
が
あ
っ
た
と
さ

れ
る
土
地
に
あ
る
こ
の
お

寺
は
、
大
坂
の
陣
の
後
、

真
田
幸
村
・
大
助
親
子
の

冥
福
を
願
っ
て
建
て
ら
れ

た
そ
う
で
す
。

　

真
田
出
丸
推
定
地
を
感

慨
深
く
見
な
が
ら
南
下
。

大
坂
冬
の
陣
・
夏
の
陣
で

の
激
戦
地
と
さ
れ
る
ど
ん

ど
ろ
大
師
辺
り
を
歩
き
、

幸
村
公
が
戦
勝
を
祈
願
し

た
言
い
伝
え
が
あ
る
鎌
八

幡
近
く
か
ら
再
び
タ
ク

シ
ー
に
乗
り
ま
し
た
。

18

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

を
満
喫
で

き
、
母
娘

で
皆
さ
ま

と
大
変
有

意
義
な
時

間
を
過
ご

す
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。



関
西
こ
の
人
紹
介

「蚕神像（さんしんぞう）」

常田館製糸場

上田蚕種

蚕
神
像

　

上
田
駅
、
お
城
口
改

札
前
の
広
場
に
、「
蚕
神

像
」（
さ
ん
し
ん
ぞ
う
）が

あ
り
ま
す
。
故
中
村
直

人
画
伯
か
ら
贈
ら
れ
、

上
田
を
訪
れ
た
観
光
客

を
お
迎
え
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
存
在
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

蚕
糸
業
の
全
盛
時
代

こ
の
上
田
駅
は
、
横
浜

へ
向
け
日
本
の
近
代
化

へ
の
大
き
な
原
動
力
と

な
っ
た
生
糸
の
輸
出
拠

点
で
し
た
。「
上
田
糸
」

と
し
て
上
田
・
小
県
か

ら
世
界
に
送
り
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
「
蚕
神

像
」
は
、
手
に
繭
を
捧

げ
る
女
神
の
像
。
こ
の

地
域
の
発
展
を
支
え
た

「
お
蚕
様
」
を
如
何
に

大
事
に
し
て
い
た
か
を

静
か
に
語
り
か
け
て
い

ま
す
。

常
田
館
製
糸
場

　

上
田
駅
お
城
口
を
出

て
、
駅
前
通
り
を
右
に

歩
い
て
数
分
、
左
側
に

大
き
な
建
物
・
常
田
館

製
糸
場
が
現
わ
れ
ま
す
。

現
存
す
る
最
大
級
の
製

糸
場
は
、
世
界
遺
産
の

富
岡
製
糸
場
で
す
が
、

製
糸
場
と
し
て
は
、
も

う
一
つ
、
笠
原
工
業
株

式
会
社
の
敷
地
内
に
あ

る
常
田
館
製
糸
場
が
あ

り
ま
す
。
「
旧
常
田
館

製
糸
場
施
設
」
と
し
て

重
要
文
化
財
に
な
っ
て

い
ま
す
。
木
造
の
五
階

繭
倉
庫
で
す
。
最
上
階

に
ま
で
上
が
る
こ
と
が

で
き
、
繭
倉
庫
と
し
て

使
う
た
め
巨
大
な
建
物

を
支
え
る
支
柱
が
な
く

床
板
に
は
隙
間
が
あ
り

す
か
す
か
の
構
造
に
な

っ
て
い
ま
す
。

上
田
蚕
種

　

常
田
館
製
糸
場
か
ら

信
州
大
学
繊
維
学
部
へ

向
か
い
坂
を
上
り
、
数

分
歩
い
て
い
く
と
、
地

元
ス
ー
パ
ー
の
横
に
上

田
蚕
種
（
蚕
種
製
造
会

社
）
の
建
物
が
見
え
て

き
ま
す
。
日
本
で
は
殆

ど
唯
一
と
い
っ
て
よ
い

現
役
の
蚕
種
製
造
会
社

で
す
。
事
務
棟
は
大
正

６
年
築
の
洋
風
建
築
で

蚕
糸
業
が
全
盛
で
あ
っ

た
時
代
の
面
影
を
よ
く

残
し
て
い
ま
す
。
経
済

産
業
省
の
近
代
化
産
業

遺
産
に
も
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

蚕
蛾
を
交
尾
さ
せ
、

大
き
な
蚕
を
作
り
出
し

こ
の
蚕
を
養
蚕
で
育
て

繭
を
取
り
出
し
ま
す
。

上
田
蚕
種
で
は
現
在
も

な
お
蚕
種
製
造
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
蚕
種
は

冷
蔵
し
、
孵
化
す
る
時
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信
濃
路

点
描

化
学
の
研
究
と
教
育

　

大
学
の
学
部
時
代
か
ら
化

学
を
専
攻
し
、
現
在
は
大
阪

大
学
で
研
究
室
を
も
ち
、
元

気
の
良
い
多
く
の
学
生
さ
ん

に
囲
ま
れ
て
化
学
の
研
究
と

教
育
に
勤
し
ん
で
お
り
ま
す
。

た
だ
、
一
言
で
化
学
と
言
い

ま
し
て
も
、
実
は
分
野
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
私
自

身
は
大
筋
で
は
有
機
合
成
化

学
か
ら
生
物
化
学
へ
興
味
が

次
第
に
シ
フ
ト
し
、
今
は
、

生
物
無
機
化
学
と
い
う
学
際

領
域
の
研
究
を
主
に
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

生
物
無
機
化
学
と
い
う
言

葉
は
、
一
般
の
方
に
は
馴
染

み
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
生
体
内
に
は
様
々
な
金

属
イ
オ
ン
・
錯
体
が
存
在
し

ま
す
。
私
は
色
々
な
金
属
イ

オ
ン
・
錯
体
が
関
与
す
る
生

体
分
子
（
特
に
タ
ン
パ
ク
質
）

に
着
目
し
、
新
規
生
体
触
媒

や
生
体
機
能
材
料
の
創
出
、

最
近
は
植
物
に
学
ぶ
人
工
光

合
成
系
の
構
築
や
生
体
分
子

の
構
造
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明

に
も
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

　

学
生
時
代
に
培
っ
た
物
創

り
の
楽
し
さ
を
も
と
に
、
生

体
分
子
を
化
学
・
工
学
の
立

場
か
ら
自
在
に
操
る
の
が
私

の
夢
で
す
。
最
近
は
国
内
外

の
学
会
や
会
議
等
で
、
あ
ち

　

こ
の
た
び
は
、
本
誌
に
寄

稿
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た

だ
き
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
ま
だ
関
西
同
窓
会
に
デ

ビ
ュ
ー
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
少
し
自
己
紹
介
も
含
め

て
近
況
を
記
し
ま
す
。

京
都
に
住
み
始
め
る

　

実
は
、
関
西
に
住
む
こ
と

に
な
っ
た
契
機
は
、
高
校
２

年
の
時
、
関
西
へ
の
修
学
旅

行
の
際
に
班
行
動
で
京
都
タ

ワ
ー
に
昇
っ
た
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
前
か
後
に

た
ま
た
ま
東
京
タ
ワ
ー
に
も

昇
る
機
会
も
あ
り
、
両
者
を

比
較
し
て
、
や
は
り
間
近
に

山
が
見
え
る
安
堵
感
に
惹
か

れ
て　

歳
の
時
か
ら
京
都
に

住
み
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
途
中
、
九
州
大
学
に

７
年
半
勤
務
し
た
こ
と
と
、

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
と
フ
ィ
レ
ン

ツ
エ
に
留
学
し
た
こ
と
を
除

け
ば
、
淀
川
水
系
で
長
ら
く

暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
ち
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
が
、

研
究
室
で
目
を
輝
か
せ
て
い

る
学
生
さ
ん
達
と
研
究
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
繰
り
広

げ
る
と
き
、
日
頃
の
疲
れ
も

吹
っ
飛
び
、
仕
事
に
対
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り

ま
す
。

豊
か
な
自
然
の
想
い
出

　

と
こ
ろ
で
先
月
、
信
州
大

学
繊
維
学
部
で
、
太
郎
山
を

窓
越
し
に
眺
め
な
が
ら
、
自

分
の
研
究
成
果
を
講
演
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
子
供

の
頃
、
毎
日
眺
め
て
い
た
懐

か
し
い
風
景
に
接
し
な
が
ら
、

現
在
の
大
阪
で
の
仕
事
を
語

る
こ
と
に
な
り
、
実
に
不
思

議
な
心
境
で
し
た
。
で
も
、

幼
少
期
に
そ
の
太
郎
山
山
麓

や
千
曲
川
で
豊
か
な
自
然
に

触
れ
た
体
験
が
、
現
在
、
自

然
と
の
共
存
や
自
然
に
学
ぶ

も
の
づ
く
り
を
意
識
し
た
仕

事
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

幸
い
な
こ
と
に
ま
だ
定
年

は
遥
か
彼
方
に
感
じ
て
お
り

ま
す
の
で
、
か
つ
て
自
分
を

育
ん
で
く
れ
た
信
州
の
自
然

を
思
い
、
高
校
時
代
に
受
け

た
薫
陶
の
試
百
難
の
精
神
を

意
識
し
な
が
ら
、
今
後
も
新

し
い
サ
イ
エ
ン
ス
へ
の
挑
戦

を
模
索
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

生
物
無
機
化
学
の
研
究
と
教
育
を
楽
し
む

期　

林　

高
史

79

18

講演する林高史さん

期
を
遅
ら
せ
る
こ

と
に
よ
り
春
・
夏

・
秋
と
季
節
を
超

え
て
蚕
を
孵
化
さ

せ
て
い
ま
す
。

　

生
糸
・
製
糸
に

よ
り
、
こ
の
上
田

地
区
が
経
済
的
に

恵
ま
れ
、
教
育
等

も
充
実
し
、
現
在

の
「
上
田
」
の
豊

か
さ
を
残
し
て
く

れ
ま
し
た
。

「蚕都 　上田」 69期　市川 泉（『古城の門』編集長）


